ケンム ドデン セイサク シマツ コウ ゲ ゴカン ノ ケンコクキ ニオケル コッカ ト シャカイ by 小嶋  茂稔
目
　
次
緒
言
第
一
章
　
度
田
政
策
の
実
施
と
そ
の
後
の
経
緯
―
―
関
連
史
料
の
提
示
と
再
整
理
―
―
第
一
節
　
検
討
さ
れ
る
べ
き
政
策
と
そ
の
経
緯
―
―
関
連
史
料
の
提
示
―
―
第
二
節
　
政
策
の
実
施
―
―
発
端
―
―
第
三
節
　
実
施
後
の
波
紋
―
―
展
開
と
結
末
―
―
（
以
上
前
号
）
第
二
章
　
後
漢
建
国
期
の
国
家
と
社
会
（
以
下
本
号
）
―
―
度
田
政
策
の
実
施
と
そ
の
経
緯
を
通
し
て
見
た
―
―
第
一
節
　
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
―
―
耕
作
地
把
握
・
戸
口
調
査
の
　
　
　
　
あ
り
方
及
び
統
治
機
構
に
よ
る
在
地
社
会
規
制
の
実
相
―
―
第
二
節
　
地
方
官
の
施
政
と
豪
族
―
―
建
武
年
間
の
事
例
を
中
心
に
―
―
結
言
第
二
章
　
後
漢
建
国
期
の
国
家
と
社
会
―
度
田
政
策
の
実
施
と
そ
の
経
緯
を
通
し
て
見
た
―
第
一
節
　
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
―
耕
作
地
把
握
・
戸
口
調
査
の
あ
り
方
及
び
統
治
機
構
に
よ
る
在
地
社
会
規
制
の
実
相
―
本
節
で
は
、
論
述
の
都
合
上
、（
一
）か
ら（
五
）ま
で
の
五
つ
の
項
を
設
け
、
前
章
で
提
起
し
た
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
度
田
政
策
の
前
後
に
附
随
し
て
興
起
し
た
諸
事
象
に
内
在
す
る
歴
史
的
意
味
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
（
一
）
秦
漢
期
に
お
け
る
農
民
の
耕
作
地
保
有
と
国
家
ま
ず
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
秦
漢
期
に
お
け
る
地
方
官
府
で
の
日
常
的
な
耕
作
地
・
戸
口
調
査
と
こ
の
度
田
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
一
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
小
　
　
嶋
　
　
茂
　
　
稔
（
人
文
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建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
と
り
も
な
お
さ
ず
、
当
該
期
に
お
け
る
農
民
の
耕
作
地
保
有
と
国
家
の
統
治
機
構
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
前
近
代
中
国
に
お
け
る
土
地
所
有
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
均
田
制
下
に
お
け
る
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
戦
前
期
以
来
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
均
田
制
下
に
お
け
る
土
地
所
有
の
実
質
を
国
有
・
公
有
と
見
る
初
期
の
学
説
に
対
し
て
、
「
私
有
」
説
を
提
起
し
た
中
田
薫
・
仁
井
田
陞
氏
の
学
説
は
、
堀
敏
一
氏
も
言
う
よ
う
に
画
期
的
で
は
あ
っ
た
が
、
国
家
と
の
関
わ
り
を
考
慮
し
て
い
く
う
え
で
は
「
両
氏
が
私
人
の
権
利
を
指
摘
し
た
点
は
確
か
に
単
純
な
公
有
説
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
点
で
あ
っ
」
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
「
両
氏
の
説
で
は
そ
れ
が
私
有
権
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
、
ア
ジ
ア
的
専
制
国
家
の
構
造
と
密
接
に
か
か
わ
る
と
お
も
わ
れ
る
国
家
の
法
的
権
利
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
か
ら
の
類
推
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
よ
う
な
克
服
す
べ
き
点
が
残
存
し
て
い
た
。
戦
後
一
層
の
進
展
を
見
せ
た
、
均
田
制
研
究
に
代
表
さ
れ
る
我
が
国
で
の
古
代
中
国
の
農
民
の
耕
作
地
保
有
を
め
ぐ
る
諸
研
究
の
一
つ
の
方
向
性
は
、
ま
さ
し
く
事
実
上
土
地
を
占
有
し
て
い
る
農
民
と
国
家
と
の
関
わ
り
方
の
追
求
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
均
田
制
研
究
が
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
進
行
し
た
の
に
比
し
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
時
代
の
土
地
所
有
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
検
討
そ
の
も
の
の
開
始
は
遅
れ
た
。
漢
代
に
お
け
る
土
地
所
有
の
あ
り
方
に
、
我
が
国
で
初
め
て
科
学
的
な
分
析
を
加
え
た
の
は
西
嶋
定
生
氏
で
あ
っ
た
が
、
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
土
地
所
有
形
態
は
、
そ
れ
ま
で
「
漠
然
と
私
有
地
の
発
達
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
未
だ
そ
の
性
格
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
の
意
図
は
、
春
秋
戦
国
期
以
来
の
氏
族
制
的
邑
共
同
体
の
分
解
が
進
展
し
た
結
果
、
家
父
長
制
的
土
地
所
有
が
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
史
料
上
「
名
田
」
と
呼
称
さ
れ
た
土
地
の
所
有
が
、
田
地
の
国
家
へ
の
申
告
・
登
録
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
主
張
に
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
漢
代
に
お
け
る
農
民
の
土
地
所
有
の
実
現
に
際
し
て
、
国
家
へ
の
申
告
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
氏
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
度
田
政
策
に
つ
い
て
は
特
段
の
言
及
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
論
及
に
よ
っ
て
、
度
田
政
策
の
発
生
し
た
背
景
に
、
漢
代
に
お
け
る
土
地
所
有
の
把
握
が
国
家
に
お
い
て
最
終
的
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
お
く
必
要
性
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
西
嶋
氏
の
見
解
（
特
に
「
名
田
」「
占
田
」
へ
の
理
解
）
に
対
し
て
疑
義
を
唱
え
た
の
が
平
中
苓
次
氏
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
嶋
氏
は
、
前
漢
の
史
料
上
に
現
れ
る
「
名
田
」
の
性
格
を
検
討
し
て
、
後
漢
末
に
用
い
ら
れ
た
所
有
の
客
体
と
し
て
の
「
占
田
」
の
語
と
は
異
な
る
意
味
を
「
名
田
」
と
い
う
語
は
有
し
た
こ
と
、
及
び
「
名
」
字
そ
の
も
の
が
、
原
義
と
し
て
自
己
を
他
か
ら
識
別
す
る
と
い
う
意
を
持
ち
、
転
じ
て
物
の
真
性
を
識
認
す
る
仮
号
と
な
っ
た
と
推
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
名
有
」
と
は
「
識
認
せ
ら
れ
た
る
所
有
」
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
と
し
、「
名
田
」
と
は
、
自
己
の
所
有
地
を
他
に
確
認
せ
し
め
た
土
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形
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地
で
あ
り
、
そ
の
確
認
の
主
体
が
国
家
そ
の
も
の
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
平
中
氏
の
批
判
は
、
こ
の
西
嶋
氏
の
「
名
」
な
い
し
は
「
名
田
」
の
理
解
に
向
け
ら
れ
た
。
氏
は
、「
名
」
の
字
義
は
西
嶋
氏
の
よ
う
に
特
殊
に
限
定
し
た
意
な
の
で
は
な
く
、「
一
定
の
名
義
（
人
名
・
地
位
・
身
分
等
）
に
帰
属
さ
せ
る
意
」
と
見
做
す
べ
き
と
し
た
。
氏
は
、
漢
代
に
お
け
る
土
地
所
有
の
国
家
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
西
嶋
氏
が
説
い
た
所
有
地
の
申
告
・
識
認
の
関
係
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
本
来
的
に
は
国
家
権
力
の
公
法
的
土
地
所
有
（
土
地
領
有
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
見
た
西
嶋
・
平
中
両
氏
の
論
争
か
ら
、
本
稿
で
継
承
す
べ
き
こ
と
は
、
近
年
、
佐
竹
靖
彦
氏
が
、「
西
嶋
・
平
中
両
氏
の
業
績
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
学
び
と
る
べ
き
重
要
な
事
実
は
、
秦
漢
時
代
の
『
所
有
権
』
が
、
申
告
に
よ
る
登
録
に
よ
っ
て
客
観
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
籍
・
田
籍
へ
の
登
録
を
と
も
な
う
『
所
有
』
が
名
有
で
あ
る
。
状
況
に
応
じ
て
概
念
の
一
定
の
振
幅
を
さ
え
み
こ
め
ば
、
こ
の
よ
う
な
『
名
』
の
解
釈
は
、
両
氏
の
ひ
か
れ
る
す
べ
て
の
史
料
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
概
括
す
る
よ
う
に
、
秦
漢
期
の
耕
作
地
保
有
が
何
ら
か
の
形
で
国
家
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
建
武
一
五
年
か
ら
翌
一
六
年
に
か
け
て
蠢
動
し
た
様
々
な
政
治
的
動
向
の
背
後
に
、
耕
作
地
の
保
有
が
最
終
的
に
国
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
か
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
「
国
家
に
よ
る
管
理
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
制
度
的
に
担
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
で
も
簡
単
に
触
れ
た
よ
う
に
、
漢
代
に
お
い
て
は
八
月
に
「
案
比
」
と
呼
ば
れ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。『
周
礼
』
地
官
小
司
徒
条
に
及
三
年
、
則
大
比
、
大
比
則
邦
國
之
比
。
三
年
に
及
べ
ば
、
則
ち
大
比
す
、
大
比
す
れ
ば
則
ち
邦
國
の
比
を
く
。
と
あ
る
記
事
の
鄭
玄
注
に
、
大
比
、
謂
使
天
下
更
民
數
及
其
財
物
也
。
邦
國
之
比
、
則
亦
　
　
矣
。
司
農
云
「
五
家
爲
比
、
故
以
比
爲
名
、
今
時
八
月
案
比
是
也
。
、
謂
其
簿
。」
大
比
と
は
、
天
下
を
し
て
更
あ
ら
た
め
て
民
數
及
び
そ
の
財
物
を
せ
し
む
る
こ
と
を
謂
ふ
な
り
。
邦
國
の
比
の
を
く
れ
ば
、
則
ち
、
亦
、
を
く
。
司
農
云
へ
ら
く
「
五
家
も
て
比
と
爲
す
、
故
に
比
を
以
っ
て
名
と
爲
す
、
今
時
の
八
月
案
比
は
是
な
り
。
と
は
、
そ
の
簿
を
謂
ふ
」
と
。
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
前
期
の
人
物
で
あ
る
鄭
司
農
は
、『
周
礼
』
経
文
に
見
ら
れ
る
「
大
比
」
を
、「
今
時
の
八
月
の
案
比
」
に
比
定
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
逆
に
、
後
漢
前
期
に
は
「
案
比
」
と
呼
ば
れ
る
何
ら
か
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
漢
時
代
に
こ
う
し
た
調
査
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
紀
一
〇
、
皇
后
紀
に
法
常
因
八
月
人
。
中
大
夫
與
掖
庭
丞
及
相
工
、
於
洛
陽
中
良
家
童
女
、
年
十
三
以
上
、
二
十
已
下
、
姿
色
端
麗
、
合
法
相
、
載
後
宮
、
三
（
34
）
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
・
・
・
・
擇可
否
、
乃
用
登
御
。
法
、
常
に
八
月
に
因
り
て
人
を
す
。
中
大
夫
と
掖
庭
の
丞
、
及
び
相
工
を
し
て
、
洛
陽
の
中
に
於
い
て
、
良
家
の
童
女
を
閲
し
、
年
十
三
以
上
二
十
已
下
の
姿
色
端
麗
に
し
て
、
法
相
に
合
ひ
し
、
後
宮
に
載
せ
し
め
て
、
可
否
を
擇
し
て
、
乃
ち
登
御
に
用
ゐ
る
。
と
あ
る
「
八
月
（
算
）
人
」
の
記
事
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
目
的
は
何
で
あ
っ
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
先
に
見
た
西
嶋
氏
の
研
究
の
中
に
言
及
が
あ
り
、「
名
籍
」
す
な
わ
ち
戸
籍
の
作
成
が
最
終
的
な
目
的
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
戸
口
調
査
」
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
佐
藤
武
敏
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
、
漢
代
の
戸
口
調
査
の
淵
源
は
経
書
の
記
載
を
別
に
す
れ
ば
戦
国
時
代
に
ま
で
遡
及
で
き
る
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
そ
の
漢
代
に
お
け
る
対
象
は
、
老
弱
男
女
を
問
わ
ず
戸
内
の
成
員
全
員
で
あ
り
、
そ
の
直
接
的
な
目
的
は
、（
一
）
什
伍
組
織
の
設
定
と
（
二
）
人
頭
税
（
具
体
的
に
は
算
賦
）
の
徴
収
と
に
あ
っ
た
と
論
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
戸
籍
が
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
前
章
で
見
た
【
史
料
１
】
で
の
「
檢
覈
」
の
対
象
の
う
ち
「
口
・
年
紀
」
の
調
査
が
「
八
月
案
比
」
の
制
度
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
建
武
十
五
年
の
調
査
が
実
施
に
移
さ
れ
た
の
が
何
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
曹
金
華
氏
及
び
佐
藤
武
敏
氏
は
共
に
こ
の
調
査
が
六
月
に
発
令
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
佐
藤
氏
は
、
六
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
が
あ
く
ま
で
も
臨
時
の
調
査
で
あ
っ
た
と
見
做
し
て
い
る
。
氏
の
理
解
は
、
【
史
料
１
】
の
叙
述
に
先
行
す
る
、
紀
一
、
光
武
帝
紀
の
記
述
が
、
六
月
庚
午
、
復
置
屯
騎
・
長
水
・
射
聲
三
校
尉
官
、
改
巾
左
校
尉
爲
越
騎
校
尉
。
六
月
庚
午
、
復
た
屯
騎
・
長
水
・
射
聲
の
三
校
尉
官
を
置
き
、
巾
左
校
尉
を
改
め
て
越
騎
校
尉
と
爲
す
。
と
な
っ
て
い
て
、「
六
月
」
に
発
令
さ
れ
た
と
理
解
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、『
後
漢
書
』
の
中
華
書
局
の
標
点
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
記
事
を
【
史
料
１
】
の
部
分
と
段
落
を
別
に
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
標
点
本
の
作
成
者
は
度
田
政
策
の
発
布
が
六
月
に
行
わ
れ
た
も
の
と
見
做
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
【
史
料
１
】
の
記
事
に
日
付
の
干
支
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
六
月
に
実
施
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
を
逡
巡
さ
せ
る
。
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
に
お
い
て
も
こ
の
記
事
が
六
月
に
繋
け
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。以
上
の
理
由
か
ら
、
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
が
六
月
に
実
施
さ
れ
た
措
置
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
曹
金
華
氏
の
想
定
の
う
ち
、
こ
の
政
策
に
よ
る
調
査
そ
の
も
の
が
恒
例
の
「
八
月
案
比
」
と
同
時
並
行
で
実
施
さ
れ
た
と
の
考
え
の
み
従
う
べ
き
と
私
は
思
う
。
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さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
秦
漢
期
に
お
け
る
農
民
の
耕
作
地
保
有
に
対
す
る
国
家
の
管
理
を
現
実
に
担
保
す
る
制
度
と
し
て
想
定
さ
れ
る
「
八
月
案
比
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
訳
だ
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
「
八
月
案
比
」
そ
の
も
の
は
あ
く
ま
で
も
名
籍
の
作
成
に
関
わ
る
「
戸
口
調
査
」
で
あ
っ
た
。
秦
漢
期
の
中
国
に
お
い
て
、
戸
口
調
査
を
そ
の
原
則
と
す
る
八
月
案
比
に
附
随
す
る
よ
う
な
形
で
、
恒
常
的
に
、
国
家
に
よ
る
耕
作
地
の
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
耕
作
地
保
有
関
係
の
掌
握
ま
で
も
行
い
得
た
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
確
実
な
も
の
と
し
て
今
日
に
明
確
な
形
で
伝
え
て
く
れ
る
史
料
は
存
在
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、『
続
漢
書
』
百
官
志
、
州
郡
の
条
、
劉
昭
注
に
引
く
胡
広
の
説
に
、
秋
冬
歳
盡
、
各
計
縣
　
口
墾
田
、
入
出
、
賊
多
少
、
上
其
集
簿
。
丞
尉
以
下
、
歳
詣
郡
、
課
校
其
功
。
秋
冬
、
歳
盡
く
れ
ば
、
各
お
の
縣
の
　
口
墾
田
、
の
入
出
、
賊
の
多
少
を
計
り
て
、
其
の
集
簿
を
上
る
。
丞
・
尉
以
下
、
歳
ご
と
に
郡
に
詣
り
、
課
し
て
其
の
功
を
校
す
。
と
あ
る
記
事
に
拠
っ
て
、「
八
月
案
比
」
と
の
関
係
は
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
後
漢
時
代
に
、
県
が
、「
口
」
の
調
査
と
並
行
し
て
「
墾
田
」
す
な
わ
ち
耕
作
地
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
財
政
状
態
（「
の
入
出
」）
や
治
安
状
況
（「
賊
の
多
少
」）
と
一
緒
に
上
位
の
統
治
機
構
で
あ
る
郡
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
墾
田
」
の
調
査
が
、
当
時
の
農
民
の
負
担
す
べ
き
租
税
の
費
目
で
あ
る
「
田
租
」
の
徴
収
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
の
全
体
が
、
恒
例
の
「
八
月
案
比
」
に
附
随
す
る
形
で
実
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
の
当
否
も
含
め
て
、
ま
ず
は
田
租
徴
収
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
耕
作
地
の
把
握
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
の
展
開
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
（
二
）
国
家
に
よ
る
耕
作
地
保
有
把
握
田
租
賦
課
の
実
態
を
通
し
て
見
た
秦
漢
期
に
お
い
て
田
租
と
い
う
費
目
の
税
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
お
り
、『
漢
書
』
巻
二
四
、
食
貨
志
に
、
興
、
接
秦
之
敝
、
侯
竝
、
民
失
作
業
、
而
大
饑
饉
。（
中
略
）
上
於
是
約
法
省
禁
、
輕
田
租
、
什
五
而
一
、
量
吏
祿
、
度
官
用
、
以
賦
於
民
。
興
り
、
秦
の
敝
に
接
し
、
侯
竝
び
こ
り
、
民
は
業
を
作
す
を
失
な
ひ
、
大
い
に
饑
饉
せ
り
。（
中
略
）
上
、
こ
こ
に
お
い
て
法
を
約
し
禁
を
省
き
、
田
租
を
輕
く
し
、
什
五
に
し
て
一
を
税
し
、
吏
祿
を
量
り
、
官
用
を
度
り
て
、
以
て
民
に
賦
す
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
中
国
史
学
黎
明
期
以
来
の
社
会
経
済
史
研
究
の
隆
盛
と
も
相
ま
っ
て
、
田
租
そ
の
も
の
の
持
つ
史
的
意
義
ま
で
も
含
め
、
そ
の
徴
収
の
基
準
や
方
法
と
い
っ
た
具
体
的
内
容
に
ま
で
も
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
研
究
が
進
展
し
て
き
た
。
漢
代
の
田
租
の
徴
収
に
関
し
て
の
　
五
（
40
）
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
41
）
（
42
）
基
本
的
な
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
秦
漢
期
の
田
租
が
そ
も
そ
も
い
か
な
る
租
税
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
史
書
に
明
示
さ
れ
た
叙
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
先
に
見
た
食
貨
志
の
記
事
や
、『
塩
鉄
論
』
未
通
篇
の
御
史
曰
「
古
　
、
制
田
百
歩
爲
畝
、
民
井
田
而
耕
、
什
而
籍
一
。
義
先
公
而
後
己
、
民
臣
之
職
也
。
先
帝
哀
憐
百
姓
之
愁
苦
、
衣
食
不
足
、
制
田
二
百
四
十
歩
而
一
畝
、
率
三
十
而
　
一
。（
下
略
）」
御
史
曰
は
く
「
古
は
、
田
百
歩
を
制
し
て
畝
と
爲
し
、
民
は
井
田
し
て
耕
や
し
、
什
に
し
て
一
に
籍
す
。
義
、
公
を
先
に
し
己
を
後
に
す
る
は
、
民
臣
の
職
な
れ
ば
な
り
。
先
帝
、
百
姓
の
愁
苦
し
て
衣
食
の
足
ら
ざ
る
を
哀
憐
し
、
田
二
百
四
十
歩
を
制
し
て
一
畝
と
し
、
率
お
お
む
ね
三
十
に
し
て
一
を
す
。」
な
ど
か
ら
、
一
応
は
耕
作
地
に
お
け
る
収
穫
高
を
基
準
と
し
た
定
率
の
税
と
規
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
定
率
課
税
」
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
言
え
ば
、
漢
代
に
お
い
て
は
種
々
の
状
況
か
ら
田
租
の
課
税
率
は
変
化
し
て
い
る
。
食
貨
志
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
漢
の
高
祖
の
時
に
田
租
の
課
税
率
は
「
十
五
分
の
一
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
漢
書
』
巻
二
、
恵
帝
紀
、
高
祖
十
二
（
前
一
九
五
）
年
条
に
減
田
租
、
復
十
五
一
。
田
租
を
減
じ
て
、
十
五
に
し
て
一
を
す
る
を
復
す
。
と
あ
っ
て
、
同
条
の
展
註
に
家
初
十
五
一
、
儉
於
周
十
一
也
。
中
廢
、
今
復
之
也
。
家
、
初
め
十
五
に
し
て
一
を
す
、
周
の
十
に
し
て
一
を
す
る
よ
り
も
儉
な
り
。
中
廢
す
る
も
、
今
、
之
を
復
す
る
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
一
旦
は
周
代
の
制
に
倣
っ
て
「
十
分
の
一
」
に
し
た
も
の
が
再
び
「
十
五
分
の
一
」
に
戻
っ
た
経
緯
が
恵
帝
即
位
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
は
、
文
帝
の
治
世
に
お
い
て
田
租
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
も
経
過
し
た
う
え
で
、
最
終
的
に
は
、
景
帝
期
以
降
そ
の
徴
収
率
は
「
三
十
分
の
一
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
以
下
の
史
料
か
ら
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
漢
書
』
四
、
文
帝
紀
、
文
帝
十
三
（
前
一
六
七
）
年
条
に
見
え
る
、
六
月
、
詔
曰
「
農
、
天
下
之
本
、
務
莫
大
焉
。
今
身
從
事
、
而
有
租
之
賦
、
是
謂
本
末
無
以
異
也
。
其
於
勸
農
之
未
備
。
其
除
田
之
租
。
賜
天
下
孤
寡
布
帛
絮
各
有
數
。」
六
月
、
詔
し
て
曰
は
く
「
農
は
、
天
下
の
本
な
れ
ば
、
務
め
莫
大
な
り
。
今
、
身
し
て
從
事
す
れ
ど
も
、
租
税
の
賦
あ
り
、
こ
れ
謂おも
ふ
に
本
末
の
以
て
異
な
る
無
き
な
り
。
其
れ
勸
農
の
、
未
だ
備
は
ら
ず
。
其
れ
田
の
租
税
を
除
け
。
天
下
の
孤
寡
に
布
帛
絮
を
賜
ふ
こ
と
各
お
の
數
あ
ら
し
め
よ
」
と
。
は
、
文
帝
の
時
期
に
一
時
的
で
は
あ
れ
「
田
の
租
税
」
が
除
か
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
で
あ
り
、『
漢
書
』
巻
五
、
景
帝
紀
、
景
帝
元
（
前
一
五
六
）
年
条
の
五
月
、
令
田
租
。
五
月
、
田
を
し
て
租
を
ば
な
ら
し
む
。
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及
び
、『
漢
書
』
巻
二
四
、
食
貨
志
に
見
え
る
後
十
三
歳
、
孝
景
二
年
、
令
民
　
出
田
租
、
三
十
而
　
一
也
。
後
、
十
三
歳
し
て
、
孝
景
二
（
前
一
五
五
）
年
、
民
を
し
て
田
租
を
出
す
こ
と
　
ば
な
ら
し
め
、
三
十
に
し
て
一
を
　
す
る
な
り
。
と
は
、
両
者
の
繋
年
に
一
年
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
景
帝
期
以
降
、
田
租
の
徴
収
率
が
「
三
十
分
の
一
」
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
徴
収
率
自
体
も
そ
の
後
固
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
の
時
代
の
事
情
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
、『
後
漢
書
』
紀
一
、
光
武
帝
紀
、
建
武
六
（
三
〇
）
年
条
に
、
（
十
二
月
）
癸
巳
、
詔
曰
、「
頃
　
師
旅
未
解
、
用
度
不
足
、
故
行
什
一
之
。
今
軍
士
屯
田
、
糧
差
積
。
其
令
郡
國
收
見
田
租
三
十
一
、
如
舊
制
。」
（
十
二
月
）
癸
巳
、
詔
し
て
曰
は
く
、「
頃
　
師
旅
未
だ
解
け
ず
、
用
度
足
ら
ざ
れ
ば
、
故
に
什
一
の
税
を
行
ふ
。
今
、
軍
士
屯
田
し
て
、
糧
差やや
積
ま
る
。
其
れ
郡
國
を
し
て
田
租
を
收
見
す
る
こ
と
三
十
に
し
て
一
を
税
せ
し
め
、
舊
制
の
如
く
せ
よ
」
と
。
と
あ
り
、
そ
の
李
賢
註
に
、
景
帝
二
年
、
令
人
田
租
三
十
而
税
一
、
今
依
景
帝
、
故
云
舊
制
。
景
帝
二
（
前
一
五
五
）
年
、
人
の
田
租
を
し
て
三
十
に
し
て
一
を
税
せ
し
む
、
今
、
景
帝
に
依
る
、
故
に
舊
制
と
云
ふ
。
と
あ
っ
て
、
両
漢
交
替
期
の
混
乱
さ
め
や
ら
ぬ
建
武
六
年
ま
で
の
段
階
で
は
、
国
家
の
財
政
不
足
か
ら
「
十
分
の
一
」
の
徴
収
率
に
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
「
舊
制
の
如
く
」
し
て
「
三
十
分
の
一
」
に
戻
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
史
料
か
ら
、
漢
代
を
通
じ
て
基
本
的
に
は
、
田
租
の
徴
収
率
は
「
三
十
分
の
一
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
で
き
る
訳
で
あ
る
が
、
本
稿
の
趣
旨
か
ら
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
田
租
徴
収
の
基
礎
と
な
る
収
穫
高
の
算
定
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
毎
年
収
穫
期
に
な
っ
て
か
ら
何
ら
か
の
形
で
収
穫
高
を
調
査
の
う
え
算
定
し
、
そ
れ
に
「
十
五
分
の
一
」
な
り
「
三
十
分
の
一
」
な
り
を
乗
じ
て
納
附
す
べ
き
田
租
額
が
算
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
充
分
な
研
究
史
が
存
在
し
て
お
り
、
以
下
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
形
で
、
漢
代
の
田
租
徴
収
の
実
態
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
れ
が
度
田
と
い
う
行
為
と
い
か
ほ
ど
の
関
係
が
あ
る
の
か
（
ま
た
は
、
な
い
の
か
）
を
検
討
し
て
み
た
い
。
漢
代
の
田
租
徴
収
の
基
礎
と
な
る
収
穫
高
の
算
定
が
、
必
ず
し
も
毎
年
厳
密
に
実
施
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
吉
田
虎
雄
氏
の
先
駆
的
な
見
解
が
存
し
て
い
る
。
吉
田
氏
は
、『
孟
子
』
滕
文
公
篇
に
、
龍
子
曰
「
治
地
莫
善
於
助
、
莫
不
善
於
貢
。
貢
、
數
歳
之
中
以
爲
常
、
樂
歳
粒
米
狼
、
多
取
之
而
不
爲
虐
、
則
寡
取
之
、
凶
年
糞
其
田
而
不
足
、
則
必
取
盈
焉
。」
七
（
44
）
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
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期
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け
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国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
こ
の
ご
ろ
（
45
）
龍
子
曰
は
く
「
地
を
治
む
る
に
助
よ
り
も
善
な
る
は
な
く
、
貢
よ
り
も
善
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
貢
と
は
、
數
歳
の
中
を
　
し
て
以
て
常
と
爲
し
、
樂
歳
の
粒
米
は
、
狼
　
に
し
て
多
く
之
を
取
れ
ど
も
虐
を
爲
さ
ざ
る
に
、
則
ち
寡すく
な
く
之
を
取
り
、
凶
年
は
其
の
田
に
糞
す
れ
ど
も
足
ら
ざ
る
に
、
則
ち
必
ず
取
り
て
焉これ
を
盈
た
す
」
と
。
と
あ
る
龍
子
の
言
の
な
か
に
、「
貢
」
と
呼
ば
れ
る
夏
の
税
法
が
数
年
間
の
収
穫
の
平
均
を
基
準
と
し
て
税
額
を
決
定
し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
漢
代
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
方
法
で
税
額
を
決
定
し
て
い
た
も
の
と
推
論
す
る
。
次
い
で
『
塩
鉄
論
』
未
通
篇
の
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
未
通
篇
の
御
史
の
言
に
続
く
文
学
の
発
言
に
、
文
學
曰
「
什
一
而
籍
、
民
之
力
也
。
豐
耗
美
惡
、
與
民
共
之
。
民
勤
、
己
不
獨
衍
、
民
衍
、
己
不
獨
勤
。
故
曰
『
什
一
　
、
天
下
之
中
正
也
。』
田
雖
三
十
、
而
以
頃
畝
出
　
、
樂
　
粒
米
狼
　
而
寡
取
之
、
凶
年
　
饉
而
必
求
足
。
加
之
、
以
口
賦
更
　
之
役
、
率
一
人
之
作
、
中
分
其
功
（
下
略
）。」
文
學
曰
は
く
「
什
一
に
し
て
籍
す
る
は
、
民
の
力
め
な
り
。
豐
・
耗
・
美
・
惡
は
、
民
と
之
を
共
に
す
。
民
勤
な
れ
ば
、
己
獨
り
の
み
衍
な
ら
ず
、
民
衍
な
れ
ば
、
己
獨
り
の
み
勤
な
ら
ず
。
故
に
曰
は
く
『
什
一
は
、
天
下
の
中
正
な
り
。』
と
。
田
は
三
十
と
雖
ど
も
、
而
る
に
頃
畝
を
以
て
を
出
せ
ば
、
樂
歳
の
粒
米
は
狼
な
れ
ど
も
寡
く
之
を
取
り
、
凶
年
は
饑
饉
な
れ
ど
も
必
ず
足
る
を
求
む
。
加
之
し
か
の
み
な
ら
ず
口
賦
更
の
役
を
以
て
す
れ
ば
、
率
む
ね
一
人
の
作
、
其
の
功
を
中
分
す
。（
下
略
）」
と
あ
っ
て
、
注
目
す
べ
き
は
「
田
は
三
十
と
雖
も
、
而
る
に
頃
畝
を
以
っ
て
を
出
し
」
と
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
文
学
の
発
言
の
真
意
は
、「
三
十
分
の
一
」
の
徴
収
率
と
は
言
い
な
が
ら
、
実
態
は
田
土
の
面
積
に
応
じ
て
税
額
を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
豊
作
の
年
は
穀
物
が
あ
り
余
っ
て
い
て
も
わ
ず
か
し
か
徴
税
し
な
い
し
、
逆
に
凶
作
の
年
で
あ
っ
て
も
必
ず
規
定
の
額
を
供
出
さ
せ
て
い
る
と
の
現
状
の
告
発
に
あ
る
。
以
上
の
史
料
を
基
礎
に
、
吉
田
氏
は
「
漢
の
田
租
は
収
穫
高
を
課
税
標
準
」
と
す
る
規
定
で
は
あ
っ
た
が
、「
実
際
に
於
て
は
予
め
一
定
面
積
の
収
穫
高
を
見
積
も
り
、
之
を
十
五
分
ま
た
は
三
十
分
し
て
税
率
を
算
定
し
、
各
人
所
有
田
畝
の
面
積
を
課
税
標
準
と
し
て
之
を
徴
収
し
た
も
の
」
と
主
張
す
る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
吉
田
氏
の
見
解
は
後
漢
時
代
の
史
料
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
る
。
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
が
実
施
さ
れ
た
あ
と
の
時
期
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
が
、
明
帝
期
、
永
平
十
一
（
六
八
）
年
頃
の
事
情
を
伝
え
る
、
列
伝
二
九
、
劉
般
伝
の
是
時
下
令
禁
民
二
業
、
又
以
郡
國
牛
疫
、
使
區
種
、
而
吏
下
檢
結
、
多
失
其
實
、
百
姓
患
之
。
般
上
言
「
郡
國
以
官
禁
二
業
、
至
有
田
不
得
漁
捕
。
今
濱
江
湖
郡
率
少
蠶
桑
、
民
資
漁
採
以
助
口
實
、
且
以
冬
春
閑
月
、
不
妨
農
事
。
夫
漁
獵
之
利
、
爲
田
除
害
、
有
助
食
、
無
關
二
業
也
。
又
郡
國
以
牛
疫
・
水
旱
、
墾
田
多
減
、
故
詔
勅
區
種
、
頃
畝
、
以
爲
民
也
。
而
吏
擧
度
田
、
欲
令
多
、
至
於
不
種
之
處
、
亦
爲
租
。
可
申
勅
刺
史
・
二
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
千
石
、
務
令
實
覈
、
其
有
　
加
、
皆
使
與
奪
田
同
罪
。」
帝
悉
　
之
。
是
の
時
、
令
を
下
し
て
民
に
二
業
を
禁
じ
、
又
、
郡
國
の
牛
疫
を
以
て
、
じ
て
區
種
　
　
せ
し
む
れ
ど
も
、
吏
は
檢
結
を
下
し
て
、
多
く
其
の
實
を
失
ひ
、
百
姓
之
を
患
ら
ふ
。
般
、
上
言
し
て
「
郡
國
、
官
を
以
て
二
業
を
禁
じ
れ
ば
、
田
を
有
す
る
　
は
漁
捕
す
る
を
得
ざ
る
に
至
る
。
今
、
江
湖
に
濱
せ
る
郡
は
率
む
ね
蠶
桑
少
な
く
、
民
は
漁
採
に
資
し
て
以
て
口
實
を
助
け
、
且
つ
冬
春
の
閑
月
を
以
て
す
れ
ば
、
農
事
を
妨
げ
ず
。
夫
れ
漁
獵
の
利
は
、
田
の
爲
に
害
を
除
き
、
食
に
助
け
あ
れ
ば
、
二
業
に
關
は
り
な
き
な
り
。
又
、
郡
國
、
牛
疫
・
水
旱
を
以
て
、
墾
田
多
く
減
じ
、
故
に
詔
勅
し
て
區
種
し
て
、
頃
畝
を
　
　
せ
し
め
む
と
す
る
は
、
以
て
民
の
爲
な
り
。
而
れ
ど
も
吏
は
擧
げ
て
度
田
し
、
よ
り
も
多
か
ら
し
め
む
と
欲
し
、
種
ゑ
ざ
る
の
處
に
至
り
て
も
、
亦
、
じ
て
租
を
爲
す
。
刺
史
・
二
千
石
に
申
勅
し
て
、
務
め
て
實
覈
せ
し
め
て
、
其
れ
　
加
あ
れ
ば
、
皆
、
奪
田
と
罪
を
同
じ
く
せ
し
む
べ
し
」
と
。
帝
、
悉
と
く
之
に
　
ふ
。
と
い
う
記
事
の
な
か
の
劉
般
の
上
言
に
着
目
し
た
い
。
劉
般
は
、
牛
疫
・
水
旱
と
い
っ
た
災
害
を
受
け
て
詔
勅
を
も
っ
て
耕
作
地
の
面
積
増
大
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
が
、
実
際
に
は
「
吏
、
擧
げ
て
度
田
し
て
、
よ
り
も
多
か
ら
し
め
む
と
欲
し
、
種
ゑ
ざ
る
の
處
に
至
り
て
も
、
亦
通
じ
て
租
を
爲
す
。」
と
い
う
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
明
帝
期
に
お
け
る
後
漢
の
地
方
官
が
、
こ
ぞ
っ
て
耕
作
地
の
面
積
を
実
際
よ
り
も
多
く
申
告
し
よ
う
と
し
て
、
現
実
に
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
ま
で
も
田
租
の
賦
課
の
対
象
と
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
、
そ
う
し
た
事
態
を
非
難
す
る
劉
般
は
そ
の
改
革
（
具
体
的
に
は
「
實
覈
」
＝
正
確
な
耕
作
地
の
計
測
と
申
告
）
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
田
租
賦
課
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、「
度
田
」
す
な
わ
ち
耕
作
地
の
面
積
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
列
伝
六
六
、
循
吏
列
伝
、
秦
彭
伝
に
見
ら
れ
る
、
建
初
元
年
、
山
陽
太
守
。（
中
略
）
興
稻
田
數
千
頃
、
於
農
月
、
親
度
頃
畝
、
分
別
肥
、
差
爲
三
品
、
各
立
文
簿
、
之
縣
。
於
是
姦
吏
跼
蹐
、
無
容
詐
。
彭
乃
上
言
、
宜
令
天
下
齊
同
其
制
。
詔
書
以
其
立
條
式
、
班
令
三
府
、
竝
下
州
郡
。
建
初
元
（
七
六
）
年
、
山
陽
太
守
に
る
。（
中
略
）
稻
田
を
興
す
る
こ
と
數
千
頃
、
に
農
月
に
お
い
て
、
親
み
ず
か
ら
頃
畝
を
度
り
、
分
か
ち
て
肥
を
別
ち
て
、
差
し
て
三
品
と
爲
し
、
各
お
の
文
簿
を
立
て
、
之
を
縣
に
す
。
こ
こ
に
於
い
て
姦
吏
跼
蹐
し
て
、
詐
を
容
る
る
な
し
。
彭
、
乃
ち
上
言
し
て
、
宜
し
く
天
下
を
し
て
齊
し
く
其
制
を
同
じ
く
せ
し
む
べ
し
、
と
。
詔
書
し
て
其
の
立
つ
る
の
條
式
を
以
て
、
三
府
に
班
令
し
て
、
竝
び
に
州
郡
に
下
さ
し
む
。
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
は
、
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
よ
り
四
十
年
ほ
ど
遅
れ
る
章
帝
期
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
山
陽
太
守
に
遷
っ
た
秦
彭
の
手
に
よ
っ
て
耕
作
地
の
面
積
調
査
（「
親
か
ら
頃
畝
を
度
り
」）
や
土
地
の
豊
か
さ
の
度
合
い
の
検
査
九
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（「
分
か
ち
て
肥
　
を
別
ち
」）
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
土
地
に
三
段
階
の
等
級
が
付
さ
れ
、
そ
れ
を
記
録
し
た
帳
簿
（「
文
簿
」）
も
作
成
さ
れ
て
、
郷
や
県
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
秦
彭
の
上
言
に
よ
っ
て
こ
の
措
置
は
全
国
に
準
用
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
も
、
漢
代
に
お
い
て
、
地
方
官
に
よ
る
耕
作
地
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
基
本
的
史
料
と
共
に
漢
代
の
田
租
の
徴
収
方
法
に
関
す
る
吉
田
氏
の
見
解
を
見
た
。
こ
の
見
解
は
、
他
の
論
者
に
よ
る
新
し
い
理
解
が
付
け
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
、
田
租
額
の
決
定
方
法
に
関
し
て
吉
田
氏
の
見
解
を
継
受
し
た
平
中
苓
次
氏
は
、『
後
漢
書
』
秦
彭
伝
に
見
ら
れ
た
田
地
三
等
の
等
級
制
の
実
施
時
期
に
関
し
て
は
、
や
や
違
っ
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
吉
田
氏
は
、
秦
彭
伝
の
記
載
を
根
拠
に
、
田
地
を
三
等
の
等
級
に
分
け
て
田
租
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
は
後
漢
・
章
帝
の
時
期
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、
平
中
氏
は
、
事
実
上
定
額
課
税
で
あ
っ
た
田
租
の
算
定
に
土
地
の
等
級
が
考
慮
さ
れ
な
い
時
期
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
前
漢
の
田
租
は
単
位
面
積
あ
た
り
の
穀
物
量
で
示
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
史
料
上
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
現
実
に
は
田
土
ご
と
に
田
租
の
額
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
田
地
を
そ
の
肥
瘠
に
応
じ
て
等
級
分
け
し
そ
れ
に
応
じ
て
田
租
を
算
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
前
漢
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
平
中
氏
の
見
解
を
受
け
て
、
米
田
賢
次
郎
氏
は
、
居
延
漢
簡
も
駆
使
し
た
分
析
の
結
果
、
田
別
の
等
級
制
は
す
で
に
前
漢
の
昭
帝
の
頃
に
は
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
田
土
の
等
級
に
応
じ
た
収
穫
査
定
額
の
比
率
は
、
上
田
・
中
田
・
下
田
に
対
し
て
概
ね
「
一
〇：
八：
六
」
で
あ
っ
た
と
見
做
せ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
米
田
氏
は
、
田
土
の
基
準
が
全
国
一
律
で
あ
っ
た
と
見
做
す
の
で
は
な
く
、
各
地
方
ご
と
、
す
な
わ
ち
郡
国
ご
と
に
等
級
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
豊
年
・
平
年
・
凶
年
ご
と
の
年
別
に
よ
る
三
等
制
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
主
張
し
て
い
る
。
以
上
の
諸
氏
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、（
一
）
漢
代
の
田
租
が
、
収
穫
物
に
対
す
る
定
率
の
課
税
で
は
な
く
耕
作
地
の
面
積
に
応
じ
た
事
実
上
の
定
額
課
税
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
定
額
課
税
で
は
あ
っ
て
も
、
田
土
の
肥
瘠
に
応
じ
て
適
宜
課
税
の
比
率
が
決
定
さ
れ
る
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
共
通
の
認
識
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
、
秦
代
の
法
律
（
秦
律
）
な
い
し
法
律
文
書
（「
封
診
式
」
な
ど
）
を
含
む
睡
虎
地
秦
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
秦
律
の
な
か
の
「
田
律
」
の
分
析
を
通
し
て
、
今
日
で
は
秦
代
の
田
租
徴
収
の
実
際
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
山
田
勝
芳
氏
に
よ
れ
ば
、
秦
律
段
階
で
は
県
の
下
に
田
土
の
管
理
を
主
た
る
職
務
と
す
る
田
嗇
夫
が
存
在
し
、
そ
の
管
轄
範
囲
は
田
部
と
呼
ば
れ
、
こ
の
田
嗇
夫
が
耕
地
そ
の
も
の
を
調
査
し
、
あ
わ
せ
て
田
租
課
税
の
決
定
ま
で
も
行
っ
て
い
た
。
但
し
、
田
租
の
徴
収
そ
の
も
の
は
、
民
衆
そ
の
も
の
を
管
轄
す
る
た
め
に
県
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の
下
に
置
か
れ
た
郷
部
が
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
田
嗇
夫
が
田
租
の
徴
収
そ
の
も
の
ま
で
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、
山
田
氏
は
、
統
一
前
の
秦
律
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
睡
虎
地
秦
簡
と
、
統
一
前
後
の
秦
律
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
一
九
八
九
年
に
出
土
し
た
龍
崗
秦
簡
と
を
比
較
し
た
う
え
で
、
田
部
の
権
限
自
体
は
徐
々
に
低
下
し
て
郷
部
に
吸
收
さ
れ
た
と
も
想
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、『
史
記
』
巻
六
、
秦
始
皇
本
紀
、
始
皇
帝
三
十
一
（
前
二
一
六
）
年
条
の
集
解
に
引
く
徐
広
の
説
に
「
使
黔
首
自
實
田
也
」
と
あ
る
記
事
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
注
釈
家
で
あ
る
徐
広
が
「
民
が
自
分
で
自
ら
の
土
地
を
調
べ
確
定
す
る
よ
う
に
国
家
が
指
示
し
た
」
と
理
解
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
郷
部
が
田
部
の
吏
を
使
わ
な
い
形
で
各
戸
の
土
地
を
確
定
す
る
た
め
に
、
各
戸
ご
と
に
郷
部
の
吏
が
立
ち
会
っ
て
各
戸
の
土
地
を
確
定
す
る
こ
と
が
こ
の
頃
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
見
做
し
、
ひ
い
て
は
そ
う
し
て
確
定
さ
れ
た
土
地
が
田
籍
に
記
入
さ
れ
郷
段
階
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
山
田
氏
が
明
ら
か
に
し
た
秦
律
段
階
の
状
態
と
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
漢
代
の
事
例
と
を
直
接
繋
ぐ
史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
た
め
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
（
一
九
八
五
年
に
発
見
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
釈
文
の
全
文
が
公
表
さ
れ
た
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
の
張
家
山
漢
簡
に
含
ま
れ
る
前
漢
初
期
の
「
田
律
」
に
も
田
租
徴
収
の
具
体
的
方
法
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
が
、
秦
律
の
時
代
で
は
郷
段
階
で
田
籍
が
管
理
さ
れ
て
い
た
と
の
山
田
氏
の
想
定
は
、
少
な
く
と
も
先
に
挙
げ
た
後
漢
の
秦
彭
の
事
例
と
も
共
通
す
る
事
象
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
漢
代
に
あ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
見
做
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
前
漢
に
お
い
て
徴
税
業
務
自
体
が
郷
で
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
漢
書
』
巻
一
九
、
百
官
公
卿
表
に
、
有
三
老
・
有
秩
・
嗇
夫
・
游
徼
。
三
老
掌
化
。
嗇
夫
職
聽
訟
、
收
賦
税
。
游
徼
徼
循
禁
賊
盜
。
に
三
老
・
有
秩
・
嗇
夫
・
游
徼
あ
り
。
三
老
は
化
を
掌
ど
る
。
嗇
夫
は
聽
訟
を
職
と
し
、
賦
税
を
收
む
。
游
徼
は
徼
循
し
て
賊
盜
を
禁
ず
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
し
、
後
漢
の
事
例
は
よ
り
詳
細
に
、『
続
漢
書
』
百
官
志
、
県
郷
亭
里
の
条
に
、
置
有
秩
・
三
老
・
游
徼
。
本
注
曰
、
有
秩
、
郡
、
秩
百
石
、
嘗
一
人
。
其
小
、
縣
置
嗇
夫
一
人
。
皆
主
知
民
善
惡
、
爲
役
先
後
、
知
民
貧
富
、
爲
賦
多
少
、
其
差
品
。
三
老
嘗
化
。
凡
有
孝
子
順
孫
、
貞
女
義
婦
、
讓
財
救
患
、
及
學
士
爲
民
法
式
、
皆
扁
表
其
門
、
以
興
善
行
。
游
徼
掌
徼
循
、
禁
司
姦
盜
。
又
有
佐
、
屬
、
主
民
收
賦
税
。
に
有
秩
・
三
老
・
游
徼
を
置
く
。
本
注
に
曰
は
く
、
有
秩
は
、
郡
の
す
る
に
し
て
、
秩
百
石
、
一
の
人
を
掌
ど
る
。
其
の
の
小
さ
き
は
、
縣
、
嗇
夫
一
人
を
置
く
。
皆
、
民
の
善
惡
を
知
り
、
役
の
先
後
を
爲
し
、
民
の
貧
富
を
知
り
、
賦
の
多
少
を
爲
し
、
其
の
差
品
を
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
ど
る
。
三
老
は
　
化
を
掌
ど
る
。
凡
そ
孝
子
・
順
孫
、
貞
女
・
義
婦
の
財
　
一
一
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
・
・
・
・
・
を
讓
り
て
患
を
救
ひ
、
及
び
學
士
の
民
の
法
式
と
爲
る
　
あ
れ
ば
、
皆
、
其
の
門
に
扁
表
し
て
、
以
て
善
行
を
興
す
。
游
徼
は
徼
循
し
て
姦
盜
を
禁
司
す
る
こ
と
を
掌
ど
る
。
又
、
佐
あ
り
、
に
屬
し
、
民
の
賦
税
を
收
む
る
こ
と
を
主
ど
る
。
と
あ
っ
て
、
郷
の
有
秩
な
い
し
は
嗇
夫
が
「
役
の
先
後
」
す
な
わ
ち
徭
役
の
割
当
を
勘
案
し
た
り
、「
賦
の
多
少
」
す
な
わ
ち
算
賦
な
ど
の
賦
課
す
べ
き
額
の
算
定
を
し
、
郷
佐
が
実
際
に
賦
税
の
徴
収
―
こ
の
な
か
に
は
当
然
田
租
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
―
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
秦
代
以
来
の
方
式
に
従
い
、
直
接
租
税
の
徴
収
に
あ
た
る
郷
に
お
い
て
日
常
的
に
田
土
の
計
測
や
管
理
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
県
に
報
告
さ
れ
、
ひ
い
て
は
郡
、
そ
し
て
上
計
の
制
度
に
よ
っ
て
中
央
に
報
告
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
漢
書
』
巻
八
一
、
匡
衡
伝
に
見
え
る
、
建
昭
三
年
、
代
韋
玄
成
為
丞
相
、
封
樂
安
侯
、
食
邑
六
百
　
。（
中
略
）
初
、
衡
封
僮
之
樂
安
　
、
本
田
　
封
三
千
一
百
頃
、
南
以
　
佰
爲
界
。
初
元
元
年
、
郡
圖
誤
以
　
佰
爲
平
陵
佰
。
積
十
餘
歳
、
衡
封
臨
淮
郡
、
封
眞
平
陵
佰
以
爲
界
、
多
四
百
頃
。
至
建
始
元
年
、
郡
乃
定
國
界
、
上
計
簿
、
更
定
圖
、
言
丞
相
府
。
衡
謂
　
親
吏
趙
殷
曰
、「
主
簿
陸
賜
故
居
奏
曹
、
習
事
、
曉
知
國
界
、
集
曹
掾
。」
明
年
治
計
時
、
衡
問
殷
國
界
事
、「
曹
欲
奈
何
。」
殷
曰
、
「
賜
以
爲
舉
計
、
令
郡
實
之
。
恐
郡
不
肯
從
實
、
可
令
家
丞
上
書
。」
衡
曰
、
「
顧
當
得
不
耳
、
何
至
上
書
。」
亦
不
告
曹
使
舉
也
、
聽
曹
爲
之
。
後
賜
與
屬
明
舉
計
曰
、「
案
故
圖
、
樂
安
　
南
以
平
陵
佰
爲
界
、
不
從
故
而
以
　
佰
爲
界
、
解
何
。」
郡
　
復
以
四
百
頃
付
樂
安
國
。
衡
　
從
史
之
僮
、
收
取
　
　
田
租
千
餘
石
入
衡
家
。
司
隸
校
尉
駿
・
少
府
忠
行
廷
尉
事
劾
奏
「
衡
監
臨
盜
主
守
直
十
金
以
上
。
春
秋
之
義
、
侯
不
得
專
地
、
以
壹
統
　
法
制
也
。
衡
位
三
公
、
輔
國
政
、
領
計
簿
、
知
郡
實
、
正
國
界
、
計
簿
已
定
而
背
法
制
、
專
地
盜
土
以
自
　
、
及
賜
・
明
阿
承
衡
意
、
猥
舉
郡
計
、
亂
減
縣
界
、
附
下
罔
上
、
擅
以
地
附
　
大
臣
、
皆
不
　
。」
於
是
上
可
其
奏
、
勿
治
、
丞
相
爲
庶
人
、
於
家
。
建
昭
三
（
前
三
六
）
年
、
韋
玄
成
に
代
は
り
て
丞
相
と
爲
り
、
樂
安
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
食
邑
六
百
　
な
り
。（
中
略
）
初
め
、
衡
、
僮
（
縣
）
の
樂
安
に
封
ぜ
ら
れ
、
、
本
、
田
の
　
封
三
千
一
百
頃
、
南
は
　
佰
を
以
て
界
と
爲
す
。
初
元
元
（
前
四
八
）
年
、
郡
圖
誤
り
て
　
佰
を
以
て
平
陵
佰
と
爲
す
。
積
む
こ
と
十
餘
歳
、
衡
、
臨
淮
郡
（
の
僮
縣
樂
安
　
に
）
封
ぜ
ら
れ
、
に
眞
の
平
陵
佰
を
封
（
土
盛
り
）
じ
て
以
て
界
と
爲
し
、
多
き
こ
と
四
百
頃
な
り
。
建
始
元
（
前
三
二
）
年
に
至
り
て
、
郡
（
臨
淮
郡
）、
乃
ち
國
界
を
定
め
、
計
簿
を
上
た
て
ま
つり
、
更
め
て
圖
を
定
め
て
、
丞
相
府
に
言
す
。
衡
、
親
し
く
す
る
所
の
吏
の
趙
殷
に
曰
ひ
て
謂
は
く
、「
主
簿
の
陸
賜
は
故
（
も
と
）
奏
曹
に
居
れ
ば
、
事
に
習
ひ
、
國
界
を
曉
知
す
れ
ば
、
集
曹
の
掾
に
　
せ
む
」
と
。
明
年
、
計
を
治
む
る
の
時
、
衡
、
殷
に
國
界
の
事
を
問
ふ
、
「
曹
は
奈
何
い
か
ん
せ
む
と
欲
す
る
や
」
と
。
殷
、
曰
は
く
、「
賜
は
、
以
て
計
を
舉
ぐ
る
一
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
50
）
を
爲
す
に
、
郡
を
し
て
之
を
實
た
さ
し
め
む
と
す
。
恐
ら
く
は
郡
、
實
に
從
ふ
を
肯
ぜ
ざ
ら
む
、
家
丞
を
し
て
書
を
上
た
て
ま
つ
らし
む
べ
し
」
と
。
衡
曰
は
く
、
「
當
に
得
べ
き
か
不いな
か
を
顧おも
ふ
の
み
、
何
ぞ
書
を
上
た
て
ま
つる
に
至
る
や
」
と
。
亦
、
曹
に
告
げ
ず
し
て
舉
げ
し
め
、
曹
の
之
を
爲
す
を
聽
く
。
後
、
賜
は
屬
の
明
と
計
を
舉
げ
て
曰
は
く
、「
故
の
圖
を
案
ず
る
に
、
樂
安
　
の
南
は
平
陵
佰
を
以
て
界
と
爲
す
に
、
故
に
從
は
ず
し
て
　
佰
を
以
て
界
と
爲
す
は
、
解
す
る
こ
と
何
ぞ
や
」
と
。
郡
は
　
ち
復
し
て
四
百
頃
を
以
て
樂
安
國
に
付
す
。
衡
、
從
史
を
し
て
僮
に
之ゆ
か
し
め
、
す
　
の
田
租
　
千
餘
石
を
收
取
し
て
衡
の
家
に
入
れ
し
む
。
司
隸
校
尉
の
駿
・
少
府
の
忠
、
廷
尉
の
事
を
行
し
て
劾
奏
す
ら
く
「
衡
、
監
臨
し
て
主
守
す
る
所
の
直
十
金
以
上
を
盜
む
。
春
秋
の
義
に
、
侯
は
地
を
專
ら
に
す
る
を
得
ざ
る
は
、
統
を
壹
に
し
て
法
制
を
ぶ
が
　
以
な
り
。
衡
、
位
三
公
に
あ
り
、
國
政
を
輔
け
、
計
簿
を
領
し
、
郡
の
實
を
知
れ
ば
、
國
界
を
正
す
に
、
計
簿
已
に
定
ま
る
も
法
制
に
背
き
、
地
を
專
ら
に
し
て
土
を
盜
み
て
以
て
自
か
ら
　
せ
む
と
す
、
及
び
賜
・
明
は
衡
の
意
に
阿
承
し
て
、
猥
り
に
郡
の
計
を
舉
げ
、
亂
し
て
縣
界
を
減
じ
、
下
に
附
き
て
上
を
罔くら
く
し
、
擅
ま
ま
に
地
を
以
て
大
臣
に
附
　
す
る
は
、
皆
、
不
　
な
り
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
上
、
其
の
奏
を
可
と
す
る
も
、
治
す
る
こ
と
な
く
、
丞
相
は
　
ぜ
ら
れ
て
庶
人
と
爲
り
、
家
に
　
ふ
。
と
い
う
記
事
は
漢
代
の
国
家
機
構
に
よ
る
土
地
の
管
理
に
関
し
て
、
郡
国
と
中
央
政
府
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
漢
元
帝
（
在
位
前
四
九
〜
前
三
三
年
）
の
治
世
末
期
の
建
昭
三
（
前
三
六
）
年
に
丞
相
と
な
っ
た
匡
衡
は
臨
淮
郡
の
僮
県
に
属
す
る
楽
安
郷
に
列
侯
と
し
て
封
建
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
楽
安
郷
の
境
界
線
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
興
味
深
い
事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
楽
安
郷
の
南
界
は
佰
と
い
う
道
路
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
初
元
元
（
前
四
八
）
年
以
来
、「
郡
圖
」
の
記
載
が
誤
っ
て
、
図
上
に
お
い
て
　
佰
を
よ
り
南
の
平
陵
佰
の
と
こ
ろ
に
記
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
二
年
後
、
匡
衡
が
楽
安
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
に
は
な
し
く
ず
し
で
平
陵
佰
が
楽
安
郷
の
南
界
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。
境
界
が
よ
り
南
に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
結
果
的
に
楽
安
郷
は
四
百
頃
ほ
ど
本
来
の
地
籍
以
上
の
田
地
を
含
む
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
建
始
元
（
前
三
二
）
年
に
至
っ
て
、
臨
淮
郡
は
、
改
め
て
土
地
の
境
界
を
定
め
、
「
郡
圖
」
を
更
定
し
て
丞
相
府
に
報
告
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
を
受
け
て
、
匡
衡
は
親
し
く
し
て
い
る
官
吏
の
趙
殷
を
通
じ
て
、
匡
衡
の
旧
知
の
人
物
で
あ
る
主
簿
の
陸
賜
を
、
丞
相
府
に
お
け
る
上
計
簿
の
処
理
に
関
連
す
る
部
署
に
送
り
込
ん
だ
。
臨
淮
郡
は
、
本
来
の
境
界
で
あ
る
佰
を
楽
安
郷
の
南
界
と
す
る
郡
圖
を
上
計
し
た
の
で
あ
る
が
、
陸
賜
の
策
動
に
よ
っ
て
、
実
際
は
四
百
頃
あ
ま
り
も
封
土
が
増
大
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
平
陵
佰
を
楽
安
郷
の
南
界
と
す
る
こ
と
が
強
引
に
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
匡
衡
は
、
佰
を
南
界
と
す
る
本
来
の
楽
安
郷
の
封
土
が
確
定
す
る
こ
と
に
備
え
て
準
備
し
て
お
い
た
、
国
家
に
返
還
す
べ
き
田
租
を
私
邸
に
運
び
込
ま
せ
た
の
だ
が
、
そ
の
行
為
が
司
隷
一
三
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
ゆ
え
ん
校
尉
や
少
府
の
知
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
丞
相
を
免
官
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
楽
安
郷
の
南
界
の
位
置
を
め
ぐ
る
政
治
的
駆
け
引
き
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
か
ら
遅
く
と
も
前
漢
の
成
帝
の
治
世
の
前
半
期
に
は
、
郡
で
作
成
さ
れ
た
地
図
が
上
計
を
介
し
て
中
央
政
府
に
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
郡
の
作
成
し
た
土
地
の
区
画
の
最
終
的
な
決
定
も
、
匡
衡
伝
に
見
ら
れ
る
陸
賜
の
取
っ
た
行
動
か
ら
考
え
て
、
従
前
か
ら
中
央
に
報
告
さ
れ
て
い
た
地
図
と
の
照
合
を
経
て
あ
く
ま
で
丞
相
府
で
行
っ
て
い
た
こ
と
の
二
点
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
匡
衡
の
事
例
は
、
列
侯
が
封
ぜ
ら
れ
た
土
地
の
区
画
、
要
す
る
に
県
や
郷
の
境
界
の
画
定
の
み
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
吏
民
一
人
一
人
の
保
有
す
る
土
地
に
ま
で
は
必
ず
し
も
関
係
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
む
し
ろ
、
中
央
政
府
に
お
い
て
は
、
広
大
な
領
域
の
す
べ
て
に
わ
た
る
厖
大
な
土
地
の
所
有
関
係
の
報
告
ま
で
も
受
け
入
れ
て
細
部
に
わ
た
っ
て
管
理
を
一
元
化
し
て
い
た
と
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
ほ
う
が
実
情
に
近
か
ろ
う
。
し
か
し
、
以
下
に
掲
げ
る
史
料
は
、
少
な
く
と
も
前
漢
期
の
吏
民
が
土
地
の
保
有
を
行
う
場
合
に
、
郡
が
直
接
関
与
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
漢
書
』
巻
七
七
、
孫
宝
伝
に
、
時
帝
舅
紅
陽
侯
立
使
客
因
南
郡
太
守
李
尚
占
墾
草
田
數
百
頃
、
頗
有
民
　
假
少
府
陂
澤
、
略
皆
開
發
、
上
書
願
以
入
縣
官
。
有
詔
郡
　
田
予
直
、
錢
有
貴
一
萬
萬
以
上
。
寶
聞
之
、
丞
相
史
按
驗
、
發
其
姦
、
劾
奏
立
・
尚
懷
姦
罔
上
、
狡
猾
不
　
。
時
に
帝
の
舅
・
紅
陽
侯
・
立
（
王
立
）
客
を
し
て
南
郡
太
守
・
李
尚
に
因
り
て
墾
草
田
數
百
頃
を
占
せ
し
む
る
に
、
頗
る
民
の
假
る
　
の
少
府
の
陂
澤
あ
り
、
略ほぼ
皆
開
發
し
、
上
書
し
て
以
て
縣
官
に
入
れ
む
こ
と
を
願
ふ
。
詔
あ
り
て
郡
に
田
の
予
直
を
　
せ
し
め
、
錢
、
貴
に
し
て
一
萬
萬
以
上
あ
り
。
寶
、
之
を
聞
き
、
丞
相
史
を
し
て
按
驗
せ
し
め
、
其
の
姦
な
る
を
發あば
き
、
立
・
尚
を
劾
奏
す
ら
く
、
姦
を
懷いだ
き
上
を
罔くら
く
す
る
は
、
狡
猾
に
し
て
不
　
な
り
、
と
。
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
成
帝
の
鴻
嘉
年
間
（
前
二
〇
〜
前
一
七
年
）
に
、
外
戚
で
も
あ
っ
た
紅
陽
侯
・
王
立
が
南
郡
太
守
の
李
尚
を
事
実
上
の
仲
介
者
と
し
て
数
百
頃
の
土
地
を
開
墾
し
、
最
終
的
に
は
一
億
銭
以
上
の
売
価
で
国
家
に
買
い
取
ら
せ
よ
う
と
し
た
顛
末
を
伝
え
て
い
る
。
王
立
と
そ
の
土
地
開
発
を
事
実
上
仲
介
し
た
南
郡
太
守
の
李
尚
は
、
丞
相
司
直
・
孫
宝
の
摘
発
を
受
け
て
罪
に
問
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
土
地
の
開
発
を
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
開
発
し
て
国
家
に
買
い
取
ら
せ
よ
う
と
し
た
そ
の
土
地
の
な
か
に
、
農
民
に
仮
し
て
い
た
中
央
官
庁
・
少
府
の
陂
沢
が
若
干
含
ま
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
開
墾
し
て
一
旦
は
王
立
の
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
土
地
の
価
格
の
算
定
が
郡
に
委
ね
ら
れ
た
際
に
本
来
は
少
府
に
属
す
べ
き
陂
沢
の
分
を
も
含
め
て
価
格
を
計
算
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
恐
ら
く
、
国
家
に
買
い
取
ら
れ
た
田
土
の
取
り
あ
え
ず
の
管
理
機
関
が
郡
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
、
土
地
の
価
格
の
算
定
も
郡
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
立
が
未
開
墾
の
土
地
を
一
旦
は
自
己
の
所
有
下
に
お
く
際
、
南
郡
太
守
の
地
位
に
あ
っ
た
李
尚
の
仲
介
を
受
け
た
の
も
、
国
家
が
一
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
51
）
最
終
的
な
土
地
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
漢
代
に
あ
っ
て
、
地
方
で
そ
の
管
理
の
業
務
を
直
接
取
り
ま
と
め
て
い
た
の
が
郡
で
あ
っ
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
近
年
出
土
し
た
尹
灣
　
墓
簡
牘
の
「
集
簿
」
と
呼
ば
れ
る
第
一
号
木
牘
（
上
計
の
際
、
郡
国
か
ら
中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
た
上
計
簿
の
控
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
表
側
に
お
い
て
、
漢
代
の
東
海
郡
の
県
・
邑
・
侯
国
・
郷
・
亭
の
数
や
郡
府
の
吏
員
の
数
な
ど
が
記
さ
れ
る
末
尾
に
提
封
五
十
一
萬
二
千
九
十
二
頃
八
十
五
畝
二
□
…
…
…
人
如
前
と
あ
り
、
裏
面
の
第
一
行
目
に
、
□
國
邑
居
園
田
廿
一
萬
一
千
六
百
五
十
二
□
□
十
九
萬
百
卅
二
…
…
…
卅
五
（
？
）
萬
九
千
六
…
…
…
と
あ
り
、
第
二
行
目
に
、
種
宿
麦
十
萬
七
千
三
百
□
十
□
頃
。
多
前
千
九
百
廿
頃
八
十
二
畝
と
あ
る
よ
う
な
数
値
は
、
郷
段
階
か
ら
県
を
経
て
郡
国
段
階
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
積
算
さ
れ
た
合
計
の
数
値
と
考
え
ら
れ
る
。
不
分
明
な
と
こ
ろ
も
存
す
る
と
は
い
え
、
裏
面
の
第
二
行
目
の
宿
麦
を
蒔
い
た
と
考
え
ら
れ
る
農
地
の
総
計
が
畝
単
位
ま
で
精
密
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
郷
段
階
で
の
農
地
の
調
査
は
か
な
り
細
か
く
実
施
さ
れ
、
県
を
経
由
し
た
郡
国
段
階
に
お
い
て
も
そ
の
細
か
い
数
値
が
正
確
に
報
告
さ
れ
て
合
算
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
数
値
が
全
国
規
模
で
中
央
政
府
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
も
断
片
的
で
は
あ
る
が
残
存
し
て
い
る
。
幾
つ
か
の
事
例
を
掲
げ
て
み
た
い
。
前
漢
の
事
例
と
し
て
は
、
平
帝
（
在
位
後
一
〜
後
五
年
）
の
時
期
の
も
の
と
さ
れ
る
、『
漢
書
』
巻
二
八
、
地
理
志
に
見
え
る
凡
郡
國
一
百
三
、
縣
邑
千
三
百
一
十
四
、
三
十
二
、
侯
國
二
百
四
十
一
。
地
東
西
九
千
三
百
二
里
、
南
北
萬
三
千
三
百
六
十
八
里
。
提
封
田
一
萬
萬
四
千
五
百
一
十
三
萬
六
千
四
百
五
頃
、
其
一
萬
萬
二
百
五
十
二
萬
八
千
八
百
八
十
九
頃
、
邑
居
路
、
山
川
林
澤
、
羣
不
可
墾
、
其
三
千
二
百
二
十
九
萬
九
百
四
十
七
頃
、
可
墾
不
可
墾
、
定
墾
田
八
百
二
十
七
萬
五
百
三
十
六
頃
。
民
千
二
百
二
十
三
萬
三
千
六
十
二
、
口
五
千
九
百
五
十
九
萬
四
千
九
百
七
十
八
。
が
あ
り
、
後
漢
期
の
数
値
と
し
て
は
、『
続
漢
書
』
郡
国
志
の
劉
昭
註
に
、
伏
无
忌
が
記
録
し
た
戸
口
数
並
び
に
墾
田
の
頃
畝
数
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
墾
田
数
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
掲
げ
る
と
、
和
帝
　
元
興
元
（
一
〇
五
）
年
墾
田
　
七
百
三
十
二
萬
一
百
七
十
頃
八
十
畝
百
四
十
歩
安
帝
　
延
光
四
（
一
二
五
）
年
墾
田
　
六
百
九
十
四
萬
二
千
八
百
九
十
二
頃
一
十
三
畝
八
十
五
歩
順
帝
　
健
康
元
（
一
四
四
）
年
一
五
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
52
）
（
53
）
（
54
）
（
55
）
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
墾
田
　
六
百
八
十
九
萬
六
千
二
百
七
十
一
頃
五
十
六
畝
一
百
九
十
四
歩
冲
帝
　
永
嘉
元
（
一
四
五
）
年
墾
田
　
六
百
九
十
五
萬
七
千
六
百
七
十
六
頃
二
十
畝
百
八
畝
質
帝
　
本
初
元
（
一
四
六
）
年
墾
田
　
六
百
九
十
三
萬
一
百
二
十
三
頃
三
十
八
畝
と
な
る
。
伏
无
忌
が
各
皇
帝
の
代
替
わ
り
の
時
の
数
値
を
記
録
し
た
こ
と
は
、
劉
昭
註
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
後
漢
中
期
の
順
帝
の
死
（
一
四
四
）
後
か
ら
桓
帝
（
在
位
一
四
六
〜
一
六
七
年
）
の
即
位
ま
で
は
幼
少
の
皇
帝
の
即
位
と
死
が
交
錯
し
（
周
知
の
よ
う
に
質
帝
は
梁
冀
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
）
た
た
め
、
結
果
的
に
一
四
四
年
か
ら
の
数
値
が
三
年
連
続
で
記
録
さ
れ
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
年
間
の
数
値
は
毎
年
微
妙
な
変
化
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
各
地
方
か
ら
集
約
さ
れ
て
き
た
数
値
自
体
が
年
毎
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
少
な
く
と
も
後
漢
の
中
期
に
は
、
農
民
の
耕
作
地
の
調
査
が
毎
年
正
確
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
最
終
的
に
は
洛
陽
の
中
央
政
府
に
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
項
で
見
た
「
八
月
案
比
」
自
体
に
耕
作
地
の
調
査
ま
で
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
は
確
言
で
き
な
い
が
、「
八
月
案
比
」
に
附
随
す
る
形
か
も
し
く
は
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
農
民
の
耕
作
地
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
做
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
制
度
的
な
裏
づ
け
が
あ
れ
ば
こ
そ
、『
漢
書
』
巻
十
一
、
哀
帝
紀
、
綏
和
二
（
前
七
）
年
条
に
、
有
司
條
奏
「
王
・
列
侯
得
名
田
國
中
、
列
侯
在
長
安
及
公
主
名
田
縣
、
關
内
侯
・
吏
民
名
田
、
皆
無
得
三
十
頃
。（
下
略
）」
有
司
條
奏
し
て
「
王
・
列
侯
の
田
を
名
ず
る
こ
と
を
國
中
に
得
る
こ
と
、
列
侯
の
長
安
に
在
り
し
も
の
及
び
公
主
の
田
を
縣
・
　
に
名
ず
る
こ
と
、
關
内
侯
・
吏
民
の
田
を
名
ず
る
こ
と
、
皆
、
三
十
頃
を
ぐ
る
を
得
る
こ
と
な
し
。
（
下
略
）」
と
あ
る
限
田
策
も
実
施
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
保
有
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
も
、
客
観
的
な
数
字
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
実
施
す
ら
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
政
策
の
立
案
者
も
、
当
時
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
国
家
機
構
に
よ
る
農
地
の
掌
握
の
制
度
的
な
裏
付
け
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
有
力
層
の
土
地
所
有
に
一
定
の
歯
止
め
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
の
実
情
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
限
田
策
が
そ
れ
な
り
に
成
功
を
収
め
る
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
も
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
検
討
か
ら
相
当
程
度
推
測
に
委
ね
る
部
分
も
多
い
と
は
い
え
、
漢
代
に
お
い
て
は
、
国
家
機
構
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
土
地
の
管
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
管
理
は
郷
段
階
で
の
調
査
を
基
礎
に
、
そ
の
調
査
結
果
を
集
約
し
た
資
料
は
県
か
ら
郡
国
へ
、
そ
し
て
郡
国
か
ら
の
上
計
に
よ
っ
て
中
央
に
も
伝
達
さ
れ
、
集
計
・
管
理
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
六
（
56
）
（
57
）
（
三
）
度
田
政
策
の
持
つ
史
的
意
義
前
項
ま
で
の
考
察
を
基
礎
に
、
本
項
で
は
、
建
武
十
五
年
に
実
施
さ
れ
た
度
田
政
策
が
、
漢
代
の
租
税
な
い
し
は
土
地
所
有
に
関
わ
る
社
会
経
済
史
全
体
の
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
私
見
を
提
示
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
度
田
政
策
の
内
実
を
伝
え
る
前
章
で
提
起
し
た
諸
史
料
の
細
部
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
後
漢
建
国
期
の
租
税
賦
課
や
土
地
所
有
を
め
ぐ
っ
て
現
実
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
伏
在
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
私
見
も
あ
わ
せ
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
改
め
て
前
章
で
取
り
上
げ
た
、
度
田
政
策
そ
の
も
の
の
経
緯
に
つ
い
て
の
検
討
を
想
起
し
て
み
た
い
。
建
武
十
五
年
に
発
布
さ
れ
た
度
田
政
策
は
、（
一
）
州
・
郡
に
対
し
て
度
田
及
び
戸
口
調
査
の
実
施
を
命
じ
た
（
以
上
【
史
料
１
】
の
前
半
部
）
が
、（
二
）
そ
の
実
施
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
る
過
程
で
地
方
官
の
不
正
行
為
の
存
在
が
発
覚
し
（
そ
の
具
体
的
な
経
緯
が
【
史
料
６
】
に
記
さ
れ
る
）
た
た
め
、
謁
者
を
派
遣
し
て
さ
ら
に
精
密
な
調
査
が
実
施
さ
れ
（【
史
料
１
】
の
後
半
部
及
び
【
史
料
６
】）、（
三
）
そ
の
結
果
、
翌
年
に
な
っ
て
「
度
田
の
實
な
ら
ざ
る
」
行
為
が
摘
発
さ
れ
、
十
人
を
越
え
る
郡
太
守
が
処
罰
さ
れ
た
、
と
い
う
経
緯
を
た
ど
り
、（
四
）【
史
料
４
】
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
豪
族
層
の
反
乱
を
引
き
起
こ
し
た
、
と
い
う
結
果
を
齎
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
こ
こ
で
は
、
前
項
ま
で
に
検
討
し
た
漢
代
の
田
租
に
ま
つ
わ
る
諸
事
象
・
土
地
の
保
有
状
況
の
管
理
の
あ
り
方
な
ど
を
前
提
に
、
ま
ず
、
前
章
第
二
節
で
提
示
し
た
二
つ
の
問
題
の
う
ち
の
第
一
点
「
地
方
官
府
に
お
け
る
日
常
的
な
耕
作
地
・
戸
口
調
査
と
こ
の
度
田
政
策
の
関
係
の
理
解
の
仕
方
」
に
対
す
る
回
答
を
試
み
て
み
た
い
。
既
に
本
節
の
（
二
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
自
体
が
、
漢
代
に
お
い
て
毎
年
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
た
「
八
月
案
比
」
に
附
随
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。【
史
料
５
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
政
策
発
布
の
直
接
の
要
因
は
、「
天
下
の
墾
田
多
く
實
を
以
て
せ
」
ざ
る
こ
と
と
「
口
・
年
紀
も
互
ひ
に
減
」
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
政
策
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
当
然
戸
籍
（
戸
口
）
調
査
が
農
地
の
調
査
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
章
で
掲
示
し
た
関
連
史
料
で
は
「
度
田
」
の
不
正
や
そ
れ
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
看
過
し
が
ち
で
あ
る
。
ち
な
み
に
度
田
政
策
に
起
因
し
て
発
生
し
た
諸
事
件
が
す
べ
て
「
度
田
」
そ
の
も
の
に
ま
つ
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
戸
籍
調
査
の
ほ
う
は
極
め
て
順
調
に
展
開
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
建
武
十
五
年
の
戸
口
調
査
の
場
合
は
従
来
と
比
較
し
て
念
入
り
で
正
確
な
も
の
を
要
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
民
衆
の
反
抗
を
招
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
調
査
内
容
が
最
終
的
に
報
告
さ
れ
た
中
央
政
府
に
あ
っ
て
も
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
従
っ
て
検
討
す
べ
き
は
こ
の
建
武
十
五
年
の
「
度
田
」
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
一
七
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
に
な
る
。
前
項
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
戦
国
・
秦
の
睡
虎
地
秦
簡
の
段
階
以
来
、
田
租
徴
収
を
最
大
の
目
的
と
し
て
、
国
家
統
治
機
構
に
よ
る
農
地
の
検
査
・
掌
握
は
実
施
さ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
農
地
の
検
査
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
言
す
る
史
料
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
憾
み
は
あ
る
が
。
従
来
の
漢
代
の
土
地
制
度
や
税
制
の
研
究
の
な
か
で
、
こ
の
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
を
み
る
と
、
概
ね
、
臨
時
に
採
ら
れ
た
政
策
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
平
中
苓
次
氏
は
、
耕
作
地
の
保
有
者
が
自
己
申
告
し
た
う
え
で
国
家
が
そ
の
所
有
関
係
を
確
認
し
た
の
で
は
な
く
、
耕
作
地
を
国
家
が
「
度
田
」
す
る
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
推
定
し
、
そ
の
事
例
と
し
て
幾
つ
か
の
史
料
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
前
漢
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、『
漢
書
』
巻
四
、
文
帝
紀
、
後
元
元
（
前
一
六
三
）
年
条
に
記
載
さ
れ
る
詔
文
數
年
比
不
登
、
又
有
水
旱
疾
疫
之
災
、
甚
憂
之
。
愚
而
不
明
、
未
其
咎
。
意
　
　
之
政
有
　
失
而
行
有
　
與
。
乃
天
　
有
不
順
、
地
利
或
不
得
、
人
事
多
失
和
、
鬼
　
廢
不
享
與
。
何
以
　
此
。
將
百
官
之
奉
養
或
費
、
無
用
之
事
或
多
與
。
何
其
民
食
之
寡
乏
也
。
夫
度
田
非
　
寡
、
而
計
民
未
加
　
、
以
口
量
地
、
其
於
古
　
有
餘
、
而
食
之
甚
不
足
　
、
其
咎
安
在
。
無
乃
百
姓
之
從
事
於
末
以
害
農
　
蕃
、
爲
酒
醪
以
靡
　
　
多
、
六
畜
之
食
焉
　
衆
與
。
細
大
之
義
、
吾
未
能
得
其
中
。
其
與
丞
相
列
侯
吏
二
千
石
博
士
議
之
、
有
可
以
佐
百
姓
　
、
率
意
　
思
、
無
有
　
隱
。
數
年
比しき
り
に
登みの
ら
ず
、
又
、
水
旱
疾
疫
の
災
あ
れ
ば
、
、
甚
だ
之
を
憂
ふ
。
愚
に
し
て
不
明
な
れ
ば
、
未
だ
其
の
咎
に
　
せ
ず
。
意
　
　
の
政
に
失
ふ
　
あ
り
て
行
ひ
に
　
り
あ
る
か
。
乃
ち
天
　
に
順
は
ざ
る
こ
と
あ
り
、
地
の
利
或
は
得
ず
、
人
事
多
く
和
を
失
ひ
、
鬼
　
廢
し
て
享
け
ざ
る
か
。
何
を
か
以
て
此
に
　
さ
む
。
將は
た
百
官
の
奉
養
或
は
費
へ
、
無
用
の
事
或
は
多
き
か
。
何
ぞ
其
れ
民
の
食
の
寡
乏
な
る
や
。
夫
れ
度
田
も
寡
き
を
　
す
に
あ
ら
ず
、
而
も
民
を
計
り
て
も
未
だ
　
を
加
へ
ず
、
口
を
以
て
地
を
量
る
に
、
其
れ
古
よ
り
も
　
ほ
餘
り
あ
り
、
而
れ
ど
も
食
の
甚
だ
足
ら
ざ
る
は
、
其
の
咎
、
安
い
ず
く
に
か
在
ら
む
。
無
け
れ
ば
、
乃
ち
、
百
姓
の
末
に
從
事
し
て
以
て
農
を
害
そ
こ
な
ふ
　
蕃
く
、
酒
醪
の
爲
に
以
て
穀
を
靡
す
る
　
多
く
、
六
畜
の
焉これ
を
食
ら
ふ
　
衆
き
か
。
細
大
の
義
、
吾
未
だ
能
く
其
の
中
を
得
ず
。
其
れ
丞
相
・
列
侯
・
吏
二
千
石
・
博
士
と
之
を
議
し
、
以
て
百
姓
を
佐
く
べ
き
　
あ
れ
ば
、
意
こ
こ
ろ
に
率
し
た
が
ひ
思
ひ
を
　
く
し
、
隱
す
　
あ
る
こ
と
な
か
れ
。
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
、「
度
田
」
の
語
が
見
え
、
か
つ
こ
の
詔
文
の
な
か
で
必
ず
し
も
「
度
田
」
が
臨
時
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
平
中
氏
の
想
定
に
も
充
分
従
え
よ
う
。
平
中
氏
は
、
後
漢
時
代
の
事
例
と
し
て
は
、
前
章
で
詳
細
に
検
討
し
た
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
の
諸
史
料
の
他
、
前
項
で
示
し
た
劉
般
伝
や
秦
彭
伝
の
記
述
を
提
示
し
て
い
る
。
劉
般
傳
に
引
か
れ
る
劉
般
の
上
言
の
な
か
の
「
刺
史
・
二
千
石
に
申
勅
し
て
、
務
め
て
實
覈
せ
し
む
べ
し
、
其
れ
加
あ
れ
ば
、
皆
、
奪
田
と
罪
を
同
じ
く
せ
し
め
よ
」
と
、
刺
史
・
二
千
石
に
耕
作
地
の
「
實
覈
」
を
命
じ
て
い
る
こ
と
も
、
確
か
一
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
58
）
こ
の
ご
ろ
お
も
ふ
に
あ
や
ま
に
、
地
方
官
に
よ
る
土
地
の
計
測
が
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
に
は
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
史
料
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
中
氏
は
、
建
武
十
五
年
の
定
例
の
上
計
が
実
情
と
か
け
離
れ
て
い
た
た
め
に
特
別
の
措
置
と
し
て
度
田
政
策
は
実
施
さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
て
い
る
。
氏
の
理
解
に
従
う
と
、
建
武
十
五
年
の
「
度
田
」
は
、
本
来
正
確
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
調
査
結
果
が
現
実
に
即
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
に
よ
り
厳
格
な
「
檢
覈
」
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
平
中
氏
の
理
解
と
ほ
ぼ
同
様
の
立
場
を
採
る
の
が
佐
竹
靖
彦
氏
で
あ
る
。
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
建
武
十
五
年
の
措
置
は
「
本
来
の
ル
ー
テ
ィ
ン
な
度
田
と
は
異
な
っ
た
、
田
地
登
録
の
不
正
摘
発
の
た
め
の
全
国
的
検
査
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
佐
竹
氏
は
こ
の
度
田
政
策
に
附
随
し
て
発
生
し
た
諸
事
件
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
提
言
を
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
。
と
も
あ
れ
両
氏
の
見
解
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、建
武
十
五
年
に
発
布
さ
れ
た
度
田
政
策
は
、
漢
代
に
存
在
し
た
国
家
の
統
治
機
構
に
よ
る
日
常
的
な
土
地
調
査
を
前
提
と
し
つ
つ
、
た
だ
し
臨
時
的
に
、
よ
り
厳
格
な
調
査
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
お
い
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
（
四
）
度
田
政
策
に
お
け
る
「
不
正
」
の
意
味
続
い
て
、
残
る
前
章
第
二
節
で
提
起
し
た
問
題
、「
州
牧
・
太
守
の
調
査
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
不
正
な
行
為
と
さ
れ
た
の
か
を
漢
代
の
社
会
経
済
史
全
般
の
文
脈
の
な
か
で
捉
え
直
す
」
こ
と
へ
の
回
答
を
探
る
こ
と
を
通
じ
て
、
度
田
政
策
の
具
体
的
内
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
後
に
後
漢
の
明
帝
と
な
っ
た
皇
太
子
の
聡
明
さ
を
伝
え
る
逸
話
と
し
て
も
有
名
な
【
史
料
６
】
に
記
さ
れ
た
経
緯
に
よ
り
、「
度
田
」
の
実
行
に
際
し
て
、
実
際
の
現
場
で
は
不
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
発
覚
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
に
な
り
、
問
題
と
さ
れ
た
理
由
が
ど
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
の
実
情
を
伝
え
る
史
料
は
、
前
章
で
掲
げ
た
【
史
料
３
】
と
【
史
料
５
】
の
み
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
恐
ら
く
【
史
料
３
】
の
根
拠
と
な
っ
た
、
現
在
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
『
東
観
漢
記
』
が
、
【
史
料
５
】
の
記
述
に
あ
た
っ
て
も
参
照
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
不
正
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
第
一
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
お
け
る
耕
作
地
保
有
関
係
の
調
査
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
べ
き
州
牧
や
太
守
の
調
査
の
進
め
方
に
は
、
史
料
上
「
詐
巧
」
と
表
現
さ
れ
る
面
（【
史
料
３
】）
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
佐
竹
氏
は
こ
の
語
に
「
ご
ま
か
し
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
【
史
料
５
】
に
書
か
れ
て
い
る
「
多
く
平
均
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
豪
右
を
優
饒
し
て
、
羸
弱
を
侵
刻
す
る
」
結
果
が
齎
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
平
均
せ
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
を
読
み
取
る
一
九
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
59
）
（
59
）
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
単
に
当
時
の
「
豪
右
」
す
な
わ
ち
在
地
社
会
の
有
力
層
が
現
実
に
果
た
し
て
い
た
大
土
地
所
有
を
追
認
し
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
推
定
で
き
よ
う
。
州
牧
・
太
守
の
行
っ
た
「
詐
巧
」
と
は
、
農
地
の
保
有
関
係
を
あ
る
が
ま
ま
に
調
査
・
記
録
し
た
（「
檢
覈
」
な
い
し
は
「
實
覈
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
行
為
）
こ
と
で
は
な
く
、
特
定
の
階
層
に
配
慮
す
る
形
で
中
央
政
府
へ
の
報
告
を
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
配
慮
が
す
な
わ
ち
「
平
均
」
せ
ざ
る
行
為
と
し
て
「
詐
巧
」
と
認
め
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
が
「
豪
右
を
優
饒
」
し
た
こ
と
に
な
っ
た
の
か
が
、
考
え
る
べ
き
第
二
点
の
問
題
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、【
史
料
５
】
に
「
百
姓
嗟
怨
し
て
、
を
遮
ぎ
り
て
號
呼
」
す
る
状
況
（
【
史
料
３
】
で
は
「
里
落
の
聚
ま
り
し
人
、
を
ぎ
り
て
啼
呼
」
し
た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
状
況
）
を
引
き
起
こ
し
た
、【
史
料
３
】
に
見
ら
れ
る
「
苟
に
も
度
田
を
以
て
名
と
爲
す
に
、
人
を
田
中
に
娶
め
、
竝
び
に
盧
屋
を
も
度
」
っ
た
行
為
が
直
接
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
度
田
の
行
為
と
し
て
、
盧
屋
を
も
計
測
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
「
豪
右
を
優
饒
し
、
羸
弱
を
侵
刻
」
し
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
農
作
業
を
進
め
る
た
め
の
、
季
節
に
よ
っ
て
は
宿
泊
も
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
業
小
屋
で
あ
る
「
盧
屋
」
を
農
地
と
し
て
計
測
す
る
こ
と
の
持
つ
意
味
を
少
し
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
地
方
官
は
本
来
農
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
ま
で
計
測
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
従
来
の
研
究
は
言
わ
ば
常
識
的
な
理
解
に
留
ま
っ
て
い
た
、
と
言
え
る
。
例
え
ば
平
中
苓
次
氏
は
、
度
田
政
策
に
つ
い
て
の
史
料
を
提
示
し
つ
つ
、
田
租
が
事
実
上
の
定
額
課
税
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
田
租
負
担
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
各
人
の
所
有
農
地
面
積
は
で
き
る
だ
け
正
確
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
実
例
と
す
る
一
方
で
、
あ
わ
せ
て
「『
度
田
』
す
な
わ
ち
農
地
面
積
の
調
査
測
定
は
、
そ
れ
が
田
租
の
賦
課
に
直
接
に
関
係
を
持
つ
だ
け
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
官
吏
の
不
正
を
ま
ね
き
や
す
く
、『
不
實
』
の
結
果
に
陥
る
こ
と
は
大
抵
の
場
合
避
け
難
か
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
地
方
官
の
不
正
行
為
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
地
面
積
を
虚
帳
し
て
田
租
の
増
収
を
は
か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
成
績
を
あ
げ
、
或
は
私
利
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
、
と
理
解
す
る
に
留
ま
る
。
佐
竹
氏
は
、
度
田
に
あ
た
っ
て
農
民
が
「
田
中
に
娶
」
め
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
田
地
の
検
覈
に
あ
た
っ
て
農
民
が
田
地
に
出
て
そ
れ
に
立
ち
会
う
慣
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
慣
例
に
は
農
地
の
造
成
が
農
民
の
共
同
体
的
な
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
春
秋
期
以
来
の
慣
行
の
名
残
り
が
あ
る
と
の
興
味
深
い
論
及
を
し
て
い
る
も
の
の
、「
盧
屋
」
の
計
測
の
意
味
に
は
特
段
の
言
及
は
な
い
。
こ
れ
は
近
年
の
中
国
に
お
け
る
度
田
政
策
研
究
の
代
表
的
成
果
を
続
出
し
て
い
る
曹
金
華
氏
に
お
い
て
も
同
様
に
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
私
は
本
節
で
行
っ
て
き
た
農
地
の
保
有
や
田
租
の
徴
収
に
関
わ
る
検
討
の
成
果
、
と
り
わ
け
田
租
賦
課
の
前
提
と
な
る
農
地
の
保
有
関
係
が
、
郷
段
階
に
お
い
て
掌
握
さ
れ
、
最
終
的
に
は
県
か
ら
郡
国
を
経
由
し
て
中
央
政
府
の
段
階
で
も
把
握
さ
二
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
60
）
（
59
）
（
61
）
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
盧
屋
」
計
測
の
持
つ
意
味
が
見
え
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
も
そ
も
、
建
武
十
五
年
の
度
田
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
上
計
の
不
備
に
伴
う
と
予
測
さ
れ
る
「
天
下
の
墾
田
多
く
實
を
以
て
せ
ず
、
又
、
口
・
年
紀
も
互
ひ
に
減
」
あ
る
状
況
の
改
善
の
た
め
に
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
漢
以
来
中
央
政
府
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
各
郡
国
か
ら
の
か
つ
て
の
上
計
に
由
来
す
る
諸
記
録
と
、
後
漢
に
入
っ
て
実
際
に
報
告
さ
れ
た
数
値
と
の
間
に
か
な
り
の
齟
齬
が
あ
る
故
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
時
代
に
作
成
さ
れ
た
様
々
な
資
料
が
両
漢
交
替
期
の
混
乱
を
経
て
も
後
漢
の
中
央
政
府
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
後
漢
の
班
固
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
漢
書
』
地
理
志
に
記
さ
れ
る
様
々
な
数
値
の
存
在
が
証
明
し
て
い
る
。
中
央
政
府
に
お
い
て
か
つ
て
の
社
会
的
混
乱
の
な
か
っ
た
時
期
の
比
較
的
公
正
な
調
査
に
よ
る
数
値
の
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
建
武
十
五
年
の
度
田
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
地
方
官
に
と
っ
て
は
自
明
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
建
武
十
二
（
三
六
）
年
に
、
益
州
に
自
立
し
て
い
た
公
孫
述
政
権
を
打
倒
し
一
応
の
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
後
漢
の
中
央
政
府
が
、
恒
常
的
な
職
務
に
附
随
す
る
形
と
は
言
い
な
が
ら
、
臨
時
に
厳
格
な
調
査
を
要
求
し
て
き
た
と
い
う
事
実
は
、
調
査
に
あ
た
る
地
方
官
に
対
し
て
、
か
つ
て
の
数
値
と
逸
脱
し
な
い
報
告
を
作
成
す
る
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
漢
極
末
期
、
場
合
に
よ
っ
て
は
戦
乱
が
激
化
す
る
以
前
の
王
政
権
期
の
数
値
を
基
礎
に
、
そ
れ
か
ら
大
幅
に
逸
脱
し
な
い
数
値
の
報
告
、
も
し
変
化
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
間
の
政
治
的
情
勢
の
変
化
に
由
来
す
る
合
理
的
な
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
少
な
く
と
も
当
事
者
で
あ
る
地
方
官
は
考
え
た
に
違
い
な
い
。【
史
料
６
】
に
お
い
て
、
光
武
帝
の
眼
前
で
醜
態
を
さ
ら
し
た
陳
留
郡
の
吏
員
が
郡
太
守
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
は
到
底
報
告
で
き
な
い
た
め
に
、
近
接
す
る
郡
国
の
う
ち
比
較
的
政
治
的
な
環
境
が
類
似
し
て
い
る
潁
川
郡
や
弘
農
郡
の
数
値
を
基
礎
に
虚
偽
の
報
告
を
し
て
、
実
情
を
糊
塗
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
河
南
尹
や
南
陽
郡
の
場
合
は
両
漢
交
替
期
と
い
う
大
き
な
政
治
的
変
動
を
経
て
皇
帝
や
近
臣
の
親
族
が
居
住
す
る
と
い
う
よ
う
に
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
到
底
参
考
に
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
陳
留
郡
の
場
合
は
、
現
実
の
農
地
の
保
有
状
況
に
応
じ
た
正
確
な
調
査
を
実
施
し
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
到
底
中
央
政
府
に
容
れ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
数
値
を
他
郡
と
の
横
並
び
に
す
る
と
い
う
方
法
で
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
後
漢
建
国
期
の
在
地
社
会
規
制
へ
の
姿
勢
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、
豪
族
層
の
大
土
地
所
有
が
一
定
の
比
率
を
超
え
た
場
合
、
換
言
す
れ
ば
在
地
社
会
内
部
の
経
済
的
秩
序
構
造
が
中
央
政
府
の
意
図
す
る
あ
る
種
の
均
衡
状
態
か
ら
逸
脱
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
地
方
官
の
政
務
怠
慢
と
見
做
さ
れ
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
そ
う
考
え
な
い
と
、
陳
留
郡
の
郡
太
守
が
採
っ
た
行
動
の
真
意
は
つ
か
み
か
ね
る
。
以
上
の
想
定
が
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
建
武
十
五
年
に
度
田
政
策
の
実
施
を
迫
ら
れ
た
地
方
官
は
以
下
の
よ
う
な
複
雑
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
二
一
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
（
一
）
恐
ら
く
現
実
に
進
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
豪
族
層
の
大
土
地
所
有
、（
二
）
後
漢
の
中
央
政
府
が
掌
握
し
て
い
る
中
央
政
府
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
（
な
い
し
は
許
容
し
う
る
）
農
地
の
保
有
に
関
す
る
有
力
者
と
そ
れ
以
外
の
農
民
と
の
「
均
衡
」
し
た
状
態
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
（
三
）
中
央
政
府
が
把
握
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
国
を
単
位
と
す
る
も
は
や
動
か
し
難
い
耕
地
の
面
積
の
総
計
、
と
い
う
個
々
の
地
方
官
に
と
っ
て
は
如
何
と
も
し
難
い
三
つ
の
冷
徹
な
事
実
の
併
存
で
あ
る
。
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
任
地
が
（
二
）
の
「
均
衡
」
に
程
遠
い
こ
と
を
正
直
に
告
白
し
て
無
能
力
を
自
白
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
豪
族
層
の
保
有
す
る
農
地
を
召
し
上
げ
て
そ
の
他
の
小
農
民
に
分
配
す
る
よ
う
な
こ
と
は
到
底
即
座
に
実
行
で
き
る
よ
う
な
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
蓄
積
さ
れ
た
諸
資
料
に
よ
っ
て
、
任
地
の
農
地
の
総
面
積
数
ま
で
も
中
央
政
府
に
把
握
（
勿
論
一
定
の
幅
は
許
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
）
さ
れ
て
い
た
地
方
官
が
取
り
得
た
行
為
は
、
本
来
農
地
と
し
て
算
入
さ
れ
て
い
な
い
「
盧
屋
」
な
ど
ま
で
も
計
測
し
て
そ
れ
を
小
農
民
の
保
有
地
に
繰
り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
水
増
し
さ
れ
た
土
地
の
面
積
を
実
際
に
豪
族
層
が
保
有
す
る
農
地
の
面
積
か
ら
帳
簿
上
減
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
に
対
す
る
報
告
の
辻
褄
あ
わ
せ
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
自
己
の
職
責
と
任
地
の
豪
族
層
に
対
す
る
配
慮
と
を
あ
わ
せ
て
遂
行
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
田
租
は
あ
く
ま
で
も
土
地
の
保
有
者
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
耕
作
不
可
能
な
土
地
を
保
有
し
た
こ
と
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
農
民
が
、
結
果
的
に
そ
の
土
地
の
分
も
田
租
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
を
察
知
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
が
「
を
ぎ
っ
て
」
抗
議
の
意
志
を
表
し
た
こ
と
は
至
極
当
然
の
反
応
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
建
武
十
五
年
の
「
度
田
」
に
関
わ
っ
て
、
地
方
官
の
「
不
正
」
と
さ
れ
た
行
為
の
持
つ
意
味
を
、
漢
代
の
社
会
経
済
史
全
体
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
み
た
。
従
来
想
定
さ
れ
て
き
た
「
不
正
行
為
」
と
は
異
な
っ
た
理
解
を
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
（
五
）
度
田
政
策
の
展
開
と
後
漢
の
国
家
前
章
で
確
か
め
た
度
田
政
策
の
一
連
の
経
緯
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
陳
留
郡
の
郡
吏
の
失
敗
に
端
を
発
し
て
地
方
官
の
不
正
が
発
覚
し
た
後
、
後
漢
の
中
央
政
府
は
謁
者
を
各
地
に
派
遣
し
た
。【
史
料
１
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
二
千
石
・
長
吏
の
枉
に
阿
り
て
ら
か
な
ら
ざ
る
を
考
實
」
し
て
不
正
を
働
い
た
地
方
官
を
厳
罰
に
処
す
る
の
と
並
行
（【
史
料
２
】【
史
料
６
】
を
参
照
）
し
て
、
度
田
の
再
調
査
を
実
行
す
る
た
め
で
あ
る
。【
史
料
４
】
に
見
ら
れ
る
豪
族
層
の
反
乱
は
、
そ
の
再
調
査
に
起
因
し
よ
う
。
こ
の
反
乱
の
処
理
に
関
し
て
、
後
漢
の
中
央
政
府
は
か
な
り
の
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、【
史
料
４
】
の
後
段
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
「
牛
馬
放
牧
し
、
邑
の
門
閉
ざ
さ
ず
」
と
い
う
社
会
的
に
は
平
穏
な
状
況
を
齎
す
に
至
っ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
前
章
第
三
節
で
提
起
二
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
し
た
（
一
）
と
（
二
）
の
二
つ
の
課
題
へ
の
回
答
を
探
る
こ
と
を
通
じ
て
、
建
武
十
六
年
に
発
生
し
た
反
乱
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
謁
者
に
よ
る
再
調
査
の
持
つ
意
味
合
い
を
考
え
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
が
度
田
政
策
以
降
の
後
漢
の
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
課
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
史
料
の
記
載
が
な
い
た
め
、
以
下
の
叙
述
は
、
本
節
で
こ
こ
ま
で
展
開
し
て
き
た
論
述
や
開
陳
し
て
き
た
私
見
を
基
礎
と
し
た
一
定
程
度
の
見
通
し
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
て
、
謁
者
に
よ
る
再
調
査
は
、
当
然
前
項
で
検
討
し
た
地
方
官
の
調
査
と
は
異
な
っ
た
結
果
を
齎
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
在
地
の
豪
族
層
に
と
っ
て
、
現
実
の
大
土
地
所
有
が
中
央
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
に
厳
格
に
田
租
を
賦
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
当
然
あ
る
程
度
の
痛
手
と
は
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
大
規
模
な
反
乱
を
起
こ
す
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仮
作
・
傭
作
な
ど
の
一
種
の
小
作
関
係
を
利
用
し
た
漢
代
豪
族
の
農
業
経
営
に
お
い
て
は
、
賦
課
さ
れ
る
田
租
自
体
の
負
担
は
豪
族
層
に
と
っ
て
は
さ
ほ
ど
の
重
み
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
想
定
が
許
さ
れ
る
穏
当
な
解
釈
と
し
て
は
、
後
漢
の
中
央
政
府
に
と
っ
て
望
ま
し
い
「
均
衡
」
状
態
を
逸
脱
し
た
地
方
に
お
い
て
、
豪
族
層
の
保
有
す
る
農
地
の
過
剰
な
部
分
の
没
収
な
ど
の
よ
う
な
相
応
の
経
済
的
打
撃
を
与
え
る
措
置
が
採
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
謁
者
に
よ
る
再
調
査
は
か
な
り
厳
正
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
自
体
が
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
統
治
機
構
の
働
き
が
在
地
社
会
の
末
端
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
の
だ
が
、
私
は
こ
の
時
期
固
有
の
事
情
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
事
態
が
想
定
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
漢
交
替
期
の
戦
乱
に
際
し
て
自
衛
の
た
め
に
武
装
さ
え
行
っ
た
各
地
の
豪
族
層
は
、
戦
乱
期
の
一
種
の
無
政
府
状
態
の
な
か
で
自
己
の
勢
威
が
及
ぶ
範
囲
で
結
果
的
に
無
制
限
に
等
し
い
経
済
的
成
長
を
遂
げ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
、
後
漢
の
建
国
と
そ
の
政
治
的
安
定
性
が
増
大
す
る
過
程
で
言
わ
ば
そ
う
し
た
豪
族
層
の
既
得
権
益
が
固
定
化
さ
れ
て
い
く
事
態
が
進
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
項
で
論
じ
た
こ
と
と
も
関
わ
る
が
、
度
田
政
策
の
前
提
と
な
っ
た
「
天
下
の
墾
田
」
の
「
實
を
以
て
」
し
な
い
状
態
と
い
う
の
は
、
両
漢
交
替
期
以
前
の
状
態
に
比
し
て
、
混
乱
に
乗
じ
て
獲
得
し
た
豪
族
層
の
利
益
が
明
ら
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
後
漢
の
中
央
政
府
が
安
定
期
に
入
り
、
改
め
て
混
乱
期
以
前
の
実
情
に
基
づ
く
数
値
と
現
況
と
を
比
較
し
た
と
き
、
そ
の
「
既
得
権
益
」
は
か
な
り
の
大
き
さ
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
文
字
通
り
の
憶
測
で
し
か
な
い
が
、
そ
も
そ
も
度
田
政
策
の
意
図
は
、
そ
う
し
た
豪
族
層
の
一
時
的
既
得
権
益
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
内
容
を
客
観
的
数
値
と
し
て
中
央
政
府
が
掌
握
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
混
乱
期
に
乗
じ
て
著
し
い
成
長
を
遂
げ
た
豪
族
層
の
実
情
を
正
確
に
把
握
し
て
、
そ
の
後
の
政
策
立
案
の
基
礎
的
資
料
と
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
建
武
十
五
年
段
階
の
後
漢
中
央
政
府
の
そ
も
そ
も
の
意
図
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
度
田
政
策
は
、
後
漢
中
央
政
府
が
豪
族
層
の
成
長
に
対
し
て
一
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度
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策
始
末
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定
の
歯
止
め
を
掛
け
、
統
治
の
諸
機
構
を
通
し
た
在
地
社
会
の
「
あ
る
べ
き
」
秩
序
維
持
の
た
め
に
採
ら
れ
た
政
策
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
【
史
料
４
】
に
見
ら
れ
る
豪
族
層
の
反
乱
も
、
そ
の
真
意
は
、
彼
ら
の
既
得
権
益
が
犯
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
怒
り
、
も
し
く
は
、
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
既
得
権
益
の
擁
護
の
た
め
の
行
動
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
反
乱
が
青
州
・
徐
州
・
幽
州
・
冀
州
と
い
う
両
漢
交
替
期
に
お
い
て
農
民
反
乱
が
比
較
的
頻
発
し
た
地
域
で
多
く
発
生
し
た
こ
と
も
、
そ
れ
だ
け
当
該
地
域
で
生
き
抜
い
た
豪
族
層
に
と
っ
て
は
既
得
権
益
の
量
も
そ
れ
に
見
合
う
大
き
さ
を
持
っ
て
い
た
か
ら
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
も
可
能
に
な
る
。
以
上
に
検
討
し
た
謁
者
派
遣
以
降
の
度
田
政
策
の
持
つ
意
義
、
並
び
に
前
章
第
三
節
で
展
開
し
た
【
史
料
４
】
の
解
釈
（
反
乱
を
起
こ
し
た
諸
勢
力
は
最
終
的
に
は
打
倒
さ
れ
た
）
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
度
田
政
策
は
曹
金
華
氏
ら
近
年
の
中
国
の
研
究
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
後
漢
の
中
央
政
府
か
ら
見
て
成
功
を
お
さ
め
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
章
帝
期
ま
で
の
後
漢
の
比
較
的
安
定
し
た
治
世
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
強
硬
な
姿
勢
が
建
国
期
以
降
も
継
続
し
、
後
漢
時
代
全
体
を
通
じ
て
持
続
し
て
実
効
性
を
保
ち
得
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
は
、
す
で
に
本
稿
の
課
題
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
本
節
で
の
論
旨
の
妥
当
性
を
確
か
め
る
た
め
に
も
、
度
田
政
策
の
周
辺
以
外
に
史
料
上
認
め
ら
れ
る
後
漢
建
国
期
の
地
方
官
の
政
治
姿
勢
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
節
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
第
二
節
　
地
方
官
の
施
政
と
豪
族
―
建
武
年
間
の
事
例
を
中
心
に
―
前
節
に
お
い
て
、
建
武
十
五
年
に
実
施
さ
れ
た
度
田
政
策
の
持
つ
歴
史
的
意
義
と
そ
の
具
体
的
な
中
身
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に
、
建
国
直
後
の
後
漢
政
府
が
豪
族
層
に
対
し
て
採
っ
た
政
治
的
姿
勢
は
、
両
漢
交
替
期
の
混
乱
に
乗
じ
て
権
益
を
増
大
さ
せ
た
豪
族
に
対
し
、
基
本
的
に
は
非
妥
協
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
本
節
で
は
、
前
節
で
の
検
討
結
果
を
前
提
に
、
改
め
て
後
漢
の
建
国
期
の
地
方
官
の
施
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、『
後
漢
書
』
に
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
史
料
を
紹
介
す
る
形
で
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
ま
ず
、
列
伝
六
七
、
酷
吏
列
傳
、
董
宣
傳
に
、
初
爲
司
徒
侯
覇
　
辟
、
擧
高
第
、
累
　
北
海
相
。
到
官
、
以
大
姓
公
孫
丹
爲
五
官
掾
。
丹
新
　
居
宅
、
而
卜
工
以
爲
當
有
死
　
、
丹
乃
令
其
子
殺
　
行
人
、
置
屍
舎
内
、
以
塞
其
咎
。
宣
知
、
收
丹
父
子
殺
之
。
丹
宗
族
親
黨
三
十
餘
人
、
操
兵
詣
府
、
稱
冤
叫
號
。
宣
以
丹
　
附
王
　
、
慮
交
　
海
賊
、
乃
悉
收
劇
獄
、
使
門
下
書
佐
水
丘
岑
盡
殺
之
。
州
以
其
多
濫
、
奏
宣
考
岑
、
宣
坐
　
詣
廷
尉
。
在
獄
、
晨
夜
諷
誦
、
無
憂
色
。
及
當
出
刑
、
官
屬
具
饌
　
之
、
宣
乃
　
色
曰
「
董
宣
生
　
未
曾
食
人
之
食
、
況
死
乎
。」
升
車
而
去
。
時
同
刑
九
人
、
次
應
及
宣
、
光
武
馳
使
　
騎
特
原
宣
刑
、
且
令
　
獄
。
使
　
詰
宣
多
殺
無
辜
、
宣
具
以
　
對
、
言
水
丘
岑
　
臣
旨
意
、
罪
不
由
之
、
願
殺
臣
活
岑
。
使
　
以
聞
、
有
詔
左
轉
宣
懷
令
、
令
　
州
勿
案
岑
罪
。
二
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形
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初
め
、
司
徒
・
侯
覇
の
辟
す
る
　
と
爲
り
、
高
第
に
擧
げ
ら
れ
、
累
　
し
て
北
海
相
た
り
。
官
に
到
り
、
大
姓
公
孫
丹
を
以
て
五
官
掾
と
爲
す
。
丹
、
新
た
に
居
宅
を
　
り
、
卜
工
の
以
爲
お
も
へ
ら
く
當
に
死
　
あ
る
べ
し
、
と
、
丹
、
乃
ち
其
の
子
を
し
て
　
に
行
く
人
を
殺
さ
し
め
て
、
屍
を
舎
内
に
置
き
、
以
っ
て
其
の
咎
を
塞
が
む
と
す
。
宣
、
知
り
て
、
ち
丹
の
父
子
を
收
め
て
之
を
殺
す
。
丹
の
宗
族
親
黨
三
十
餘
人
、
兵
を
操
り
て
府
に
詣
り
、
冤
と
稱
し
て
叫
號
す
。
宣
、
丹
の
　
に
王
莽
に
附
し
、
海
賊
と
交
　
す
る
を
慮
る
を
以
て
、
乃
ち
悉
と
く
劇
の
獄
に
收
　
し
、
門
下
書
佐
の
水
丘
岑
を
し
て
盡
と
く
之
を
殺
さ
し
む
。
州
、
其
の
濫
多
き
を
以
て
、
宣
を
奏
し
て
岑
を
考
す
、
宣
、
坐
し
て
　
せ
ら
れ
て
廷
尉
に
詣
る
。
獄
に
在
り
て
、
晨
夜
諷
誦
し
て
、
憂
ふ
る
色
な
し
。
當
に
刑
を
出
す
べ
き
に
及
び
て
、
官
屬
具
さ
に
饌
は
な
む
け
し
て
之
を
ら
む
と
す
、
宣
、
乃
ち
色
を
　
し
く
し
て
曰
は
く
「
董
宣
、
生
　
、
未
だ
曾
て
人
の
食
を
食
ら
は
ず
、
況
ん
や
死
に
お
い
て
を
や
。」
車
に
升
り
て
去
る
。
時
に
刑
を
同
じ
く
す
る
も
の
九
人
、
次
、
應
に
宣
に
及
ぶ
べ
き
に
、
光
武
、
騎
を
馳
使
し
て
特
に
宣
の
刑
を
原ゆる
し
、
且
つ
獄
に
　
ら
し
む
。
使
を
　
は
し
て
宣
の
多
く
無
辜
を
殺
す
を
詰なじ
ら
せ
れ
ば
、
宣
、
具
さ
に
　
を
以
て
對
へ
、
言
へ
ら
く
、
水
丘
岑
は
臣
の
旨
意
を
　
け
れ
ば
、
罪
は
之
に
由
ら
ず
、
願
は
く
は
臣
を
殺
し
て
岑
を
活
か
せ
、
と
。
使
　
以
て
聞
し
、
詔
あ
り
て
宣
を
懷
令
に
左
轉
せ
し
め
、
州
を
し
て
岑
の
罪
を
案
ず
る
こ
と
勿
か
ら
し
む
。
と
あ
る
記
事
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
建
武
十
年
前
後
に
北
海
国
の
国
相
で
あ
っ
た
董
宣
が
、
現
地
の
大
姓
で
北
海
国
の
五
官
掾
も
務
め
て
い
た
公
孫
丹
を
以
下
の
事
情
に
便
乗
す
る
形
で
死
に
追
い
や
っ
た
経
緯
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
在
地
の
豪
族
で
あ
っ
た
公
孫
丹
は
、
そ
の
居
宅
の
新
築
に
あ
た
っ
て
、
何
ら
か
の
生
け
贄
と
し
て
死
者
が
必
要
だ
と
の
卜
工
の
言
を
受
け
て
子
に
殺
人
を
さ
せ
た
。
董
宣
は
即
座
に
公
孫
丹
父
子
を
死
刑
に
処
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
公
孫
氏
一
族
の
反
発
を
招
い
た
。
し
か
し
、
董
宣
は
、
公
孫
丹
が
か
つ
て
王
莽
に
依
附
し
て
い
た
こ
と
や
公
孫
氏
が
海
賊
と
何
ら
か
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
濳
在
的
に
反
後
漢
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
公
孫
氏
の
「
宗
族
親
黨
」
三
十
余
人
を
も
門
下
書
佐
の
水
丘
岑
に
命
じ
て
殺
害
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
後
漢
に
よ
る
統
一
完
成
前
の
事
件
で
あ
り
、
か
つ
公
孫
氏
が
元
々
王
に
依
附
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
郡
太
守
と
同
等
の
権
限
を
持
つ
国
相
と
し
て
当
然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
の
後
段
で
述
べ
ら
れ
る
、
董
宣
及
び
そ
の
指
示
を
受
け
て
処
刑
の
任
に
あ
た
っ
た
水
丘
岑
が
、
青
州
に
よ
っ
て
弾
劾
・
訴
追
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
確
か
に
渡
邉
義
浩
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
含
め
て
、
後
漢
政
府
の
豪
族
層
弾
圧
が
、
建
国
直
後
の
時
期
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
検
討
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
例
え
ば
、
列
伝
六
七
、
酷
吏
列
傳
、
李
章
傳
に
、
光
武
　
位
、
拜
陽
　
令
。
時
趙
・
魏
豪
右
往
往
屯
聚
、
河
大
姓
趙
綱
　
於
縣
界
　
塢
壁
、
繕
甲
兵
、
爲
在
　
　
。
章
到
、
乃
設
饗
會
、
而
延
　
綱
。
綱
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の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
66
）
（
67
）
さ
き
帶
文
劒
、
被
　
衣
、
從
士
百
餘
人
　
到
。
章
與
對
讌
飮
、
有
頃
、
手
劒
斬
綱
、
伏
兵
亦
悉
殺
其
從
　
、
因
馳
詣
塢
壁
、
掩
　
破
之
、
吏
人
　
安
。
光
武
　
位
し
、
陽
平
令
を
拜
す
。
時
に
趙
・
魏
の
豪
右
、
往
往
に
し
て
屯
聚
す
、
河
の
大
姓
・
趙
綱
、
に
縣
界
に
塢
壁
を
　
こ
し
、
甲
兵
を
繕
つ
く
ろ
ひ
て
、
在
る
　
　
を
爲
す
。
章
、
到
り
て
、
乃
ち
饗
會
を
設
け
、
延まね
き
て
、
綱
に
す
。
綱
、
文
劒
を
帶
び
、
衣
を
被まと
ひ
、
從
士
百
餘
人
　
到
す
。
章
、
與とも
に
對
し
て
讌
飮
し
、
頃
こ
ろ
あ
ひあ
り
て
、
劒
を
手
に
し
て
綱
を
斬
り
、
伏
兵
も
ま
た
悉
と
く
其
の
從
　
を
殺
す
、
因
り
て
馳
せ
て
塢
壁
に
詣
り
、
掩
　
し
て
之
を
破
り
、
吏
人
　
に
安
ん
ず
。
と
あ
る
陽
平
県
令
（
陽
平
県
は
東
郡
の
属
県
）
に
就
任
し
た
李
章
の
採
っ
た
行
動
、
す
な
わ
ち
、
清
河
の
豪
族
の
趙
綱
を
宴
席
に
お
び
き
だ
し
て
殺
害
し
、
彼
が
陽
平
県
の
内
部
に
設
け
て
い
た
塢
壁
と
そ
の
配
下
を
撃
滅
し
た
こ
と
は
、
渡
邉
氏
の
述
べ
る
後
漢
建
国
直
後
の
独
特
の
状
況
を
示
し
て
い
よ
う
。
当
該
時
期
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
政
治
的
に
対
立
す
る
対
象
を
殲
滅
し
た
こ
の
よ
う
な
事
例
は
史
料
に
明
ら
か
に
現
れ
な
い
も
の
も
含
め
れ
ば
か
な
り
の
も
の
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
董
宣
の
事
例
は
、
最
終
的
に
は
光
武
帝
の
温
情
で
命
は
救
わ
れ
た
と
は
い
え
、
青
州
の
弾
劾
を
受
け
て
、
一
旦
は
廷
尉
府
に
召
喚
さ
れ
て
死
刑
の
宣
告
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
反
後
漢
的
な
豪
族
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
光
武
帝
即
位
直
後
の
李
章
の
事
例
の
よ
う
に
、
野
放
図
か
つ
場
当
た
り
的
な
処
置
が
放
任
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
建
国
直
後
の
事
例
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
例
外
と
す
る
こ
と
な
く
、
国
家
統
治
を
進
め
て
行
く
上
で
の
一
定
の
枠
内
で
の
地
方
官
の
採
っ
た
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
後
漢
建
武
年
間
の
地
方
官
の
事
例
は
、
そ
の
他
に
も
見
ら
れ
る
。
典
型
的
な
も
の
と
し
て
、
建
武
十
年
代
の
前
半
に
懐
県
（
河
内
郡
の
属
県
）
の
県
令
に
就
任
し
た
趙
憙
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。
列
伝
一
六
、
趙
憙
伝
に
、
後
拜
　
令
。
大
姓
李
子
春
先
爲
琅
邪
相
、
豪
猾
　
　
、
爲
人
　
患
。
憙
下
車
、
聞
其
二
孫
殺
人
事
未
發
覺
、
窮
詰
其
姦
、
收
考
子
春
、
二
孫
自
殺
。
京
師
爲
　
　
數
十
、
不
聽
。
時
趙
王
良
疾
病
將
　
、
車
駕
親
臨
王
、
問
　
欲
言
。
王
曰
「
素
與
李
子
春
厚
、
今
犯
罪
、
令
趙
憙
欲
殺
之
、
願
乞
其
命
。」
帝
曰
「
吏
奉
法
、
律
不
可
枉
也
、
更
　
它
　
欲
。」
王
無
復
言
、
薨
、
帝
　
感
趙
王
、
乃
貰
出
子
春
。
後
に
懐
令
を
拜
す
。
大
姓
の
李
子
春
、
先
に
琅
邪
相
と
爲
り
、
豪
猾
に
し
て
し
、
人
の
患
ふ
　
と
爲
る
。
憙
、
下
車
し
、
其
の
二
孫
の
人
を
殺あや
め
し
事
の
未
だ
發
覺
せ
ざ
る
を
聞
き
、
ち
其
の
姦
を
窮
詰
し
、
子
春
を
收
考
し
て
、
二
孫
自
殺
す
。
京
師
の
　
を
爲
す
　
數
十
な
る
も
、
に
聽
さ
ず
。
時
に
趙
王
良
、
疾
病
し
て
將
に
　
へ
む
と
し
、
車
駕
、
王
に
親
臨
し
て
、
言
は
む
と
欲
せ
し
　
を
問
ふ
。
王
曰
は
く
「
素
よ
り
李
子
春
と
厚
し
、
今
、
罪
を
犯
し
、
懐
の
令
、
趙
憙
、
之
を
殺
さ
む
と
欲
す
、
願
は
く
は
其
の
命
を
乞
は
む
」
と
。
帝
曰
は
く
「
吏
の
法
を
奉
ず
る
に
、
律
に
不
可
枉
す
べ
か
ら
ざ
る
な
二
六
山
形
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り
、
更
あ
ら
た
め
て
它
の
欲
す
る
　
を
　
へ
」
と
。
王
、
復
た
言
な
し
、
に
薨
じ
、
帝
、
趙
王
に
　
感
し
て
、
乃
ち
貰ゆる
し
て
子
春
を
出
だ
す
。
と
あ
る
、
懐
県
の
豪
族
・
李
子
春
の
二
人
の
孫
の
殺
人
事
件
の
処
理
を
進
め
る
過
程
で
李
子
春
そ
の
人
を
も
取
り
調
べ
の
対
象
と
し
た
事
件
で
あ
る
。
趙
憙
は
、
李
子
春
に
対
す
る
多
く
の
請
託
に
耳
を
貸
す
こ
と
も
な
く
、
極
め
て
厳
正
に
処
置
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
事
蹟
は
、
趙
憙
個
人
の
能
力
な
い
し
資
質
に
還
元
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
の
死
に
臨
み
李
子
春
の
命
乞
い
を
し
た
光
武
帝
の
出
身
し
た
劉
氏
一
族
の
長
老
で
あ
る
趙
王
良
の
願
い
を
、
時
の
皇
帝
す
ら
結
局
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
の
当
時
の
厳
正
な
国
家
統
治
の
構
造
も
趙
憙
の
英
断
の
背
後
に
は
存
し
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
後
漢
建
国
期
建
武
年
間
の
地
方
官
は
、
国
家
統
治
上
の
許
容
さ
れ
る
枠
を
厳
守
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
は
在
地
の
有
力
層
に
対
し
て
の
断
固
た
る
措
置
を
採
っ
て
、
中
央
政
府
の
統
治
の
意
図
を
在
地
社
会
に
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
「
措
置
」
は
、
董
宣
の
よ
う
な
逸
脱
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
も
想
定
し
た
、
在
地
社
会
内
部
に
お
け
る
中
央
政
府
が
許
容
し
う
る
あ
る
種
の
「
均
衡
」
状
態
が
、
後
漢
の
、
少
な
く
と
も
建
武
年
間
の
地
方
官
の
行
動
を
制
約
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
建
武
年
間
を
含
め
た
後
漢
初
期
の
地
方
官
の
治
績
が
、
豪
族
層
の
弾
圧
に
だ
け
向
け
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
。
戦
乱
に
疲
弊
し
た
農
村
社
会
の
再
建
に
力
を
尽
く
し
た
地
方
官
の
様
々
な
治
水
政
策
・
勧
農
政
策
は
、
東
晋
次
氏
が
整
理
し
た
よ
う
に
、『
後
漢
書
』
に
は
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
東
氏
は
、
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
の
実
施
も
踏
ま
え
、
自
ら
整
理
し
た
諸
史
料
に
記
述
さ
れ
る
事
例
を
も
根
拠
に
、「
後
漢
前
期
三
代
の
地
方
統
治
の
基
本
は
、
全
国
の
田
土
と
戸
口
の
掌
握
を
徹
底
し
つ
つ
、
地
方
官
の
治
績
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
小
農
民
の
保
護
育
成
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
財
政
の
基
盤
を
確
立
し
、
地
方
社
会
の
秩
序
の
安
定
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
が
、
確
か
に
、
光
武
帝
・
明
帝
・
章
帝
の
三
代
に
わ
た
る
基
本
的
な
後
漢
史
の
流
れ
は
氏
の
言
う
通
り
で
あ
っ
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
本
節
で
の
検
討
は
、
在
地
社
会
に
強
権
的
に
臨
ん
だ
地
方
官
の
事
例
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
氏
の
総
括
の
補
強
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
前
節
の
検
討
を
経
て
到
達
し
た
以
下
の
よ
う
な
想
定
、
す
な
わ
ち
、
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
が
実
施
さ
れ
た
当
時
、
農
地
の
保
有
を
め
ぐ
っ
て
豪
族
と
そ
の
他
の
農
民
と
の
間
に
国
家
に
よ
っ
て
あ
る
べ
き
均
衡
状
態
が
想
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
調
査
に
あ
た
っ
た
地
方
官
は
そ
の
理
念
と
現
実
の
間
で
苦
慮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
見
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
後
漢
中
央
政
府
の
企
図
し
た
「
地
方
社
会
の
秩
序
の
安
定
」
の
内
実
も
若
干
異
な
っ
た
事
態
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
節
で
も
主
張
し
た
よ
う
に
、
建
武
年
間
の
地
方
社
会
の
豪
族
は
、
両
漢
交
替
期
の
戦
乱
を
生
き
抜
き
、
前
漢
期
以
二
七
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
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）
（
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）
（
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）
（
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）
い
来
の
蓄
積
の
他
に
、
広
大
な
土
地
所
有
に
代
表
さ
れ
る
相
応
の
経
済
的
既
得
権
益
を
獲
得
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
も
後
漢
の
中
央
政
府
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
た
だ
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
豪
族
が
弾
圧
を
受
け
た
直
接
の
理
由
を
想
起
す
る
と
、
そ
の
既
得
権
益
の
勢
威
を
背
景
と
し
て
な
さ
れ
た
殺
人
な
ど
の
一
種
の
違
法
な
行
為
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
弾
圧
の
た
め
の
口
実
と
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
既
得
権
益
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
だ
け
を
理
由
に
豪
族
層
に
対
し
て
過
剰
な
農
地
を
没
収
し
た
り
処
罰
を
与
え
る
こ
と
は
さ
す
が
に
当
時
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
漢
の
中
央
政
府
が
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
単
な
る
大
土
地
所
有
で
あ
る
と
か
経
済
的
勢
威
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
理
想
と
す
る
「
均
衡
」
状
態
か
ら
の
逸
脱
が
も
た
ら
す
地
方
社
会
の
秩
序
の
紊
乱
と
見
な
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
地
方
社
会
の
秩
序
の
安
定
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
理
想
と
さ
れ
る
均
衡
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
小
農
民
の
保
護
育
成
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
豪
族
層
の
経
済
的
実
力
の
拡
大
傾
向
を
阻
止
す
る
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
暴
力
的
な
弾
圧
ま
で
も
が
必
要
に
な
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
度
田
政
策
の
展
開
の
過
程
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
地
方
官
の
調
査
が
「
平
均
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
に
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
に
か
け
て
は
豪
族
層
の
力
が
拡
大
し
在
地
社
会
の
事
実
上
の
支
配
者
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
私
と
し
て
も
そ
れ
を
全
面
的
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
拡
大
」
な
り
「
成
長
」
な
り
が
、
後
漢
に
あ
っ
て
野
放
図
に
放
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
本
節
で
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
建
武
年
間
の
地
方
官
の
治
績
は
、
そ
う
し
た
豪
族
層
の
成
長
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
、
あ
る
べ
き
均
衡
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
行
為
で
あ
っ
て
、
古
代
中
国
に
存
在
し
た
国
家
の
重
要
な
機
能
が
顕
現
化
し
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
言
以
上
、
二
章
を
費
や
し
て
行
っ
た
考
察
に
よ
っ
て
、
後
漢
建
国
直
後
の
建
武
十
五
年
に
発
布
さ
れ
た
「
度
田
政
策
」
と
そ
の
周
辺
に
浮
か
び
上
が
る
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
、
（
一
）
こ
の
政
策
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
反
響
（
と
り
わ
け
豪
族
層
の
引
き
起
こ
し
た
反
乱
）
に
よ
っ
て
後
漢
の
豪
族
層
に
対
す
る
政
策
が
妥
協
的
な
も
の
に
転
じ
た
と
の
従
来
の
見
解
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
建
武
年
間
を
通
じ
て
後
漢
の
豪
族
層
に
対
し
て
無
制
限
な
ま
で
の
経
済
的
成
長
を
許
さ
な
い
と
す
る
政
治
的
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
度
田
政
策
は
天
下
統
一
後
に
実
施
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
二
八
山
形
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後
漢
建
国
期
直
後
の
豪
族
層
の
勢
威
は
、
両
漢
交
替
期
の
混
乱
を
生
き
延
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
既
得
権
益
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
く
、
後
漢
の
中
央
政
府
の
警
戒
の
対
象
も
特
に
そ
の
新
た
に
蓄
積
さ
れ
た
既
得
権
益
の
部
分
に
集
中
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
三
）
あ
く
ま
で
も
仮
説
的
見
通
し
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
後
漢
建
国
期
に
あ
っ
て
は
、
前
漢
末
期
も
し
く
は
王
政
権
初
期
の
頃
ま
で
の
、
戦
乱
に
伴
う
社
会
的
混
乱
が
生
じ
る
前
の
在
地
社
会
の
事
情
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
豪
族
層
と
そ
れ
以
外
の
一
般
の
農
民
と
の
日
常
的
に
交
わ
さ
れ
る
経
済
的
相
互
関
係
が
「
あ
る
べ
き
『
均
衡
』」
の
取
れ
た
状
況
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
均
衡
関
係
を
崩
す
よ
う
な
行
動
が
問
題
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
度
田
政
策
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
豪
族
層
に
配
慮
し
た
地
方
官
の
行
為
は
実
情
を
糊
塗
し
て
こ
の
「
均
衡
」
が
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
こ
と
、
従
っ
て
建
武
年
間
に
地
方
官
の
弾
圧
を
受
け
た
豪
族
層
の
、
弾
圧
を
受
け
る
に
至
っ
た
要
因
も
豪
族
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
は
な
く
そ
の
「
均
衡
」
か
ら
の
逸
脱
を
明
白
に
示
す
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
三
点
に
集
約
で
き
る
見
通
し
を
私
見
と
し
て
提
示
し
た
。
元
来
残
さ
れ
た
史
料
が
稀
少
な
時
期
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
行
論
の
多
く
を
推
論
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
は
率
直
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
は
、
本
稿
で
展
開
し
た
議
論
を
支
え
て
く
れ
る
史
料
の
発
掘
を
進
め
て
よ
り
深
化
し
た
認
識
の
獲
得
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
稿
で
の
以
上
の
検
討
結
果
が
概
ね
受
け
容
れ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
後
漢
建
国
期
の
在
地
社
会
の
即
事
的
政
治
関
係
に
対
し
て
、
古
代
専
制
国
家
で
あ
る
は
ず
の
後
漢
の
中
央
政
府
が
調
停
者
的
な
政
治
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
と
解
し
得
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
国
家
が
在
地
社
会
内
部
の
問
題
に
関
与
す
る
際
に
、
紀
元
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
頃
の
中
国
に
お
い
て
、
そ
の
関
与
自
体
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
味
合
い
を
持
ち
う
る
の
か
。
そ
の
検
討
を
一
つ
の
基
礎
と
し
つ
つ
、
我
が
戦
後
歴
史
学
に
お
い
て
一
貫
し
た
追
求
課
題
で
あ
っ
た
中
国
古
代
国
家
論
の
深
化
な
い
し
は
新
た
な
展
開
の
た
め
の
模
索
も
ま
た
今
後
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。（
完
）
註
（
30
）
均
田
制
下
に
お
け
る
耕
作
地
保
有
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
氏
が
、『
均
田
制
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
第
三
篇
第
八
章
「
中
国
古
代
の
土
地
所
有
制
」
に
お
い
て
、
戦
前
期
に
展
開
さ
れ
た
「
国
有
な
い
し
は
公
有
」
説
以
来
の
諸
学
説
を
整
理
し
て
い
る
。
氏
も
言
う
よ
う
に
、
前
近
代
中
国
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
近
代
法
的
な
所
有
の
概
念
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
民
衆
の
土
地
保
有
の
実
態
に
即
し
て
、
国
家
の
関
与
の
仕
方
を
念
頭
に
置
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
九
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
（
73
）
（
31
）
註
（
30
）
前
掲
堀
氏
著
書
四
〇
四
頁
。
（
32
）
西
嶋
定
生
「
漢
代
の
土
地
所
有
制
―
特
に
名
田
と
占
田
に
つ
い
て
―
」（『
史
学
雑
誌
』
五
八
―
一
、
一
九
四
九
、
の
ち
同
氏
『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
﹈
に
収
録
）。
（
33
）
平
中
苓
次
「
漢
代
の
『
名
田
』『
占
田
』
に
つ
い
て
」（『
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』﹇
講
談
社
、
一
九
五
一
﹈、
の
ち
同
氏
『
中
国
古
代
の
田
制
と
税
法
』﹇
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
七
﹈
に
収
録
）。
（
34
）
佐
竹
靖
彦
「
漢
代
田
制
考
証
」（『
史
林
』
七
〇
―
一
、
一
九
八
七
）。
（
35
）
佐
藤
武
敏
「
漢
代
の
戸
口
調
査
」（『
集
刊
東
洋
学
』
一
八
、
一
九
六
七
）。
（
36
）
漢
代
社
会
の
末
端
に
「
什
伍
」
と
呼
ば
れ
る
民
衆
相
互
の
検
察
組
織
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
続
漢
書
』
百
官
志
、
県
郷
亭
里
の
条
に
、
里
有
里
魁
、
民
有
什
伍
、
善
惡
以
告
。
本
注
曰
、
里
魁
掌
一
里
百
家
。
什
主
十
家
、
伍
主
五
家
、
以
相
檢
察
。
民
有
善
事
惡
事
、
以
告
監
官
。
里
に
里
魁
あ
り
、
民
に
什
伍
あ
り
、
善
惡
は
以
て
告
げ
ら
る
。
本
注
に
曰
は
く
、
里
魁
は
一
里
の
百
家
を
掌
ど
る
。
什
は
十
家
を
主
ど
り
、
伍
は
五
家
を
主
ど
り
、
以
て
相
ひ
檢
察
す
。
民
に
善
事
惡
事
あ
れ
ば
、
以
て
監
官
に
告
ぐ
、
と
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
桜
井
芳
朗
「
什
伍
制
度
に
つ
い
て
の
考
」（『
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告
』
六
、
一
九
五
五
）、
池
田
雄
一
「
中
国
古
代
の
伍
制
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
一
九
、
一
九
七
四
、
の
ち
同
氏
『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政
』﹇
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
﹈
に
収
録
）
の
他
、
近
年
頻
出
の
出
土
史
料
を
も
踏
ま
え
た
水
間
大
輔
「
戦
国
秦
漢
期
の
伍
制
に
お
け
る
保
証
制
度
―
伍
制
に
よ
る
民
衆
支
配
の
原
理
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
六
輯
・
第
四
分
冊
、
二
〇
〇
一
）「
戦
国
秦
漢
期
の
伍
連
坐
制
に
よ
る
民
衆
支
配
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
五
、
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
。
（
37
）
漢
代
の
名
籍
（
戸
籍
）
の
様
式
そ
の
も
の
の
規
定
に
つ
い
て
は
文
献
に
は
明
瞭
な
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、『
史
記
』
巻
一
三
〇
、
太
史
公
自
序
、
索
隱
に
引
く
『
博
物
志
』
に
太
史
令
・
茂
陵
・
顯
武
里
・
大
夫
・
司
馬
、
年
二
十
八
、
三
年
六
月
乙
卯
、
除
六
百
石
。
と
あ
る
も
の
や
、
永
田
英
正
氏
が
集
成
し
た
居
延
漢
簡
の
辺
郡
出
土
の
吏
卒
の
名
籍
の
事
例
（
同
氏
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』﹇
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
﹈
第
一
部
「
居
延
漢
簡
の
古
文
書
学
的
研
究
」
第
一
〜
二
章
「
居
延
漢
簡
の
集
成
」
一
・
二
）
な
ど
か
ら
、
「
官
職
・
本
籍
・
爵
位
・
姓
名
・
年
齢
」
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
38
）
註
（
５
）
前
掲
曹
氏
「
劉
秀
『
度
田
』
史
実
考
論
」。
（
39
）
註
（
35
）
前
掲
佐
藤
氏
論
考
。
（
40
）
例
え
ば
、
註
（
32
）
前
掲
西
嶋
氏
論
考
に
お
い
て
は
、
名
籍
の
整
備
と
田
租
の
納
入
と
は
当
然
に
結
合
し
て
い
た
と
の
前
提
か
ら
「
田
租
と
雖
も
名
籍
整
備
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、「
名
田
と
は
自
己
の
所
有
な
る
こ
と
を
官
に
識
認
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
の
識
認
と
と
も
に
田
租
納
附
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
土
地
」
で
あ
り
「
名
田
が
彼
の
所
有
地
と
し
て
識
認
さ
れ
る
た
め
に
は
彼
が
そ
の
土
地
を
自
占
す
る
す
な
わ
ち
隠
度
帖
写
し
て
申
告
す
る
」
と
主
張
し
た
に
と
ど
ま
る
。
三
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
（
41
）
秦
漢
期
の
社
会
経
済
史
研
究
そ
の
も
の
の
学
説
史
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
本
稿
の
良
く
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
こ
こ
で
は
、
税
制
な
い
し
財
政
研
究
に
直
接
関
わ
る
古
典
的
研
究
と
し
て
、
加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
に
帝
室
財
政
一
斑
」（『
東
洋
学
報
』
八
―
一
、
九
―
一
・
二
、
一
九
一
八
〜
一
九
、
の
ち
同
氏
『
支
那
経
済
史
考
証
』
上
﹇
東
洋
文
庫
、
一
九
五
二
﹈
に
収
録
）、
宮
崎
市
定
「
古
代
支
那
賦
税
制
度
」（『
史
林
』
一
八
―
二
・
三
・
四
、
一
九
三
三
、
の
ち
「
古
代
中
国
賦
税
制
度
」
と
改
題
し
て
『
宮
崎
市
定
全
集
』
三
﹇
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
﹈
に
収
録
）、
吉
田
虎
雄
『
両
漢
租
税
の
研
究
』（
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
四
二
）
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
山
田
勝
芳
氏
が
、『
秦
漢
財
政
収
入
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
）
第
一
章
「
学
説
史
的
検
討
」
に
お
い
て
秦
漢
財
政
史
研
究
の
学
説
史
に
つ
い
て
概
括
的
に
論
じ
て
い
る
。
（
42
）
「
租
」
そ
の
も
の
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
夙
に
宮
崎
市
定
氏
が
、
註
（
41
）
前
掲
の
論
考
に
お
い
て
、
専
ら
軍
事
に
関
係
し
て
発
生
し
た
「
賦
」（
後
の
人
頭
税
、
漢
代
で
あ
れ
ば
算
賦
に
連
な
る
）
に
対
し
て
、「
租
」
の
起
源
は
主
に
祭
祀
に
関
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
血
族
の
団
体
が
共
同
の
祖
の
祭
祀
を
行
い
且
つ
そ
の
族
制
を
保
つ
為
の
経
済
的
な
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
（
43
）
漢
代
の
田
租
の
性
格
・
徴
収
の
具
体
的
方
法
を
め
ぐ
る
学
説
史
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
註
（
41
）
前
掲
山
田
氏
著
書
第
二
章
「
田
租
・
芻
稾
税
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
44
）
但
し
、
佐
竹
靖
彦
氏
は
、
註
（
34
）
前
掲
論
考
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
十
分
の
一
」
税
制
が
定
制
化
し
た
の
は
、『
塩
鉄
論
』
未
通
篇
の
「
先
帝
」
を
武
帝
と
み
て
武
帝
期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
「
十
五
分
の
一
」
税
で
あ
っ
た
。「
三
十
分
の
一
」
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
武
帝
期
に
お
い
て
、
田
租
賦
課
の
対
象
を
農
民
の
「
耕
作
地
」（
休
耕
地
を
含
ま
な
い
）
か
ら
そ
の
「
保
有
地
」（
休
耕
地
も
含
む
）
に
切
り
替
え
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
措
置
は
あ
く
ま
で
も
見
か
け
上
の
「
減
税
」
と
見
る
べ
き
、
と
し
て
い
る
。
氏
の
こ
の
理
解
の
基
礎
に
は
、
漢
代
の
武
帝
期
を
境
に
、
農
業
生
産
力
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、
休
耕
地
に
も
課
税
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
課
税
原
理
の
変
更
が
あ
っ
た
と
の
見
通
し
が
あ
る
。
（
45
）
註
（
41
）
前
掲
吉
田
氏
著
書
第
一
節
「
田
租
」
二
「
税
率
及
び
徴
収
法
」。
（
46
）
平
中
苓
次
「
漢
代
の
田
租
と
災
害
に
よ
る
其
の
減
免
」（『
立
命
館
文
学
』
一
七
二
・
一
七
八
・
一
八
四
・
一
九
一
、
一
九
五
九
〜
六
一
、
の
ち
註
（
33
）
前
掲
同
氏
著
書
に
収
録
）。
（
47
）
米
田
賢
次
郎
「
漢
代
田
租
査
定
法
管
見
」（『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
教
育
科
学
』
一
七
、
一
九
六
七
）。
（
48
）
ご
く
近
年
に
至
り
、
中
国
の
学
界
で
も
田
租
の
徴
収
方
法
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
臧
知
非
氏
が
、
漢
代
の
田
租
は
畝
毎
に
三
升
の
定
額
課
税
で
あ
り
、
か
つ
百
畝
が
農
民
の
保
有
す
る
基
本
的
耕
作
地
と
し
て
そ
の
百
畝
分
に
課
税
さ
れ
た
と
す
る
説
を
提
起
し
た
こ
と
か
ら
、
提
起
者
で
あ
る
臧
氏
と
、
あ
く
ま
で
も
畝
毎
に
課
税
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
李
恒
全
氏
と
の
間
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
両
氏
の
議
論
は
、
本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
我
が
国
で
の
田
租
に
関
す
る
精
緻
な
議
論
を
参
照
し
た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
建
武
十
五
年
の
度
田
政
策
と
そ
の
周
辺
の
諸
問
題
を
取
り
扱
う
本
稿
の
趣
旨
と
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
従
来
、
土
地
が
私
三
一
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
有
で
あ
る
か
国
有
で
あ
る
か
と
い
っ
た
点
や
、「
奴
隷
制
」
な
い
し
は
「
封
建
制
」
と
土
地
所
有
の
あ
り
方
と
の
関
連
な
ど
、
経
済
的
社
会
構
成
の
大
き
な
枠
組
み
の
認
識
の
あ
り
方
に
議
論
が
集
中
し
が
ち
で
あ
っ
た
中
国
の
学
界
に
お
け
る
、
本
稿
と
の
関
連
を
有
す
る
最
近
の
傾
向
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
臧
氏
と
李
氏
の
関
連
す
る
論
考
は
以
下
の
通
り
。
臧
知
非
「
漢
代
田
税
徴
収
方
式
与
農
民
田
税
負
担
新
探
」（『
史
学
月
刊
』
一
九
九
七
―
二
）、
李
恒
全
「
也
談
西
漢
田
税
的
徴
収
方
式
問
題
―
与
　
知
非
先
生
商
」（『
江
西
師
範
大
学
学
報
』〈
哲
学
社
会
版
〉
二
〇
〇
〇
―
一
）、
臧
知
非
「
再
談
漢
代
田
税
徴
収
方
式
問
題
―
兼
答
李
恒
全
同
志
」（『
江
西
師
範
大
学
学
報
』
二
〇
〇
一
―
二
）、
李
恒
全
「
漢
代
田
税
百
畝
徴
収
税
確
難
成
立
―
与
臧
知
非
先
生
再
商
　
」
（『
江
西
師
範
大
学
学
報
』〈
哲
学
社
会
版
〉
二
〇
〇
一
―
四
）。
な
お
、
臧
氏
に
は
湖
南
省
長
沙
市
で
発
見
さ
れ
た
走
馬
楼
呉
簡
・
吏
民
田
家
　
の
記
事
も
利
用
し
て
自
説
の
補
強
に
努
め
た
「
従
『
吏
民
田
家
　
』
看
漢
代
田
税
的
徴
収
方
式
」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
二
―
五
）
も
あ
る
。
（
49
）
註
（
41
）
前
掲
山
田
氏
著
書
　
第
二
章
「
田
租
・
芻
稾
税
」。
（
50
）
漢
代
の
上
計
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
重
雄
「
漢
代
郡
国
の
上
計
」（『
史
潮
』
十
二
―
三
・
四
、
十
三
―
一
、
一
九
四
三
〜
四
四
、
の
ち
同
氏
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
﹇
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
﹈
に
収
録
）
を
参
照
。
鎌
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
郡
国
段
階
か
ら
中
央
へ
の
上
計
が
行
わ
れ
る
際
の
基
礎
と
な
る
資
料
は
、
郡
国
が
県
か
ら
上
申
さ
せ
た
も
の
に
依
拠
し
て
い
た
。
県
に
お
い
て
は
、
郷
か
ら
報
告
さ
れ
た
数
値
を
も
と
に
郡
国
へ
の
報
告
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
節
前
項
（
一
）
で
示
し
た
『
続
漢
書
』
百
官
志
、
劉
昭
注
に
引
く
胡
広
の
説
は
こ
の
県
か
ら
郡
へ
の
上
申
の
内
容
を
記
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
51
）
王
立
ら
の
処
罰
の
原
因
が
、
少
府
の
土
地
ま
で
も
開
墾
し
て
王
立
の
保
有
地
と
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
註
（
32
）
前
掲
西
嶋
氏
論
考
に
お
い
て
指
摘
が
あ
る
。
王
立
が
そ
の
賓
客
（「
客
」）
を
介
し
、
郡
太
守
で
あ
っ
た
李
尚
に
請
託
す
る
形
で
未
開
墾
の
土
地
数
百
頃
を
自
己
の
所
有
と
し
た
行
為
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
っ
た
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
52
）
尹
湾
漢
墓
簡
牘
の
釈
文
は
、
連
雲
港
市
博
物
館
・
東
海
県
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
・
中
国
文
物
研
究
所
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
）
に
依
拠
し
た
。
（
53
）
「
提
封
」
と
い
う
語
は
文
献
史
料
に
も
散
見
す
る
語
で
あ
り
、
土
地
の
お
お
よ
そ
の
総
計
、
と
い
う
程
度
の
語
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
臧
知
非
氏
は
「
尹
湾
漢
墓
簡
牘
『
提
封
』
釈
義
―
兼
談
漢
代
土
地
統
計
方
法
問
題
」（『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
一
―
一
）
に
お
い
て
、「
提
封
」
と
は
、
漢
代
の
土
地
統
計
の
際
に
用
い
ら
れ
た
専
門
的
な
語
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
（
54
）
こ
の
地
理
志
の
文
章
に
あ
る
「
可
墾
不
可
墾
」「
定
墾
田
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
註
（
34
）
前
掲
佐
竹
氏
論
考
参
照
。
佐
竹
氏
は
、
渡
辺
信
一
郎
氏
が
「
可
墾
不
可
墾
」
を
不
安
定
耕
地
（
不
定
期
作
付
け
地
）「
定
墾
田
」
を
安
定
耕
地
（
年
一
作
方
式
に
耐
え
得
る
農
地
）
と
解
す
る
（「
古
代
中
国
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
形
成
―
古
代
国
家
形
成
論
の
発
展
の
た
め
に
―
」（『
歴
史
評
論
』
三
四
四
、
一
九
七
三
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
八
、
の
ち
同
氏
『
中
国
古
代
社
会
論
』﹇
青
木
書
店
、
一
九
八
六
﹈
に
収
録
）
と
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
可
墾
不
可
墾
」
は
定
期
的
な
耕
地
の
割
替
え
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
伝
統
的
な
農
法
（
佐
竹
氏
の
い
う
「
易
田
」）
と
は
範
疇
の
異
な
っ
た
粗
放
な
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
農
地
で
あ
り
、「
定
墾
田
」
と
は
当
時
の
農
民
が
耕
作
地
と
し
て
保
有
し
て
い
た
農
地
と
見
な
し
て
い
る
。
（
55
）
『
続
漢
書
』
郡
国
志
劉
昭
註
に
引
か
れ
る
伏
无
忌
の
記
す
と
こ
ろ
の
後
漢
時
代
の
戸
口
数
・
墾
田
数
の
統
計
数
値
に
つ
い
て
は
佐
藤
武
敏
「
後
漢
の
戸
口
統
計
に
つ
い
て
」
（
中
国
古
代
史
研
究
会
編
『
中
国
古
代
史
研
究
　
第
六
』﹇
研
文
出
版
、
一
九
八
九
﹈）
を
参
照
。
佐
藤
氏
は
、
こ
の
「
伏
无
忌
の
記
す
と
こ
ろ
」
と
は
『
伏
侯
注
』
も
し
く
は
『
伏
侯
古
今
注
』
と
呼
ば
れ
る
書
物
で
あ
る
と
し
、
伏
无
忌
そ
の
人
が
後
漢
の
順
帝
期
か
ら
桓
帝
期
に
か
け
て
宮
中
に
学
問
で
仕
え
た
同
時
代
人
で
あ
る
こ
と
も
根
拠
と
し
て
、
こ
の
数
値
の
信
憑
性
は
高
い
と
論
断
し
て
い
る
。
佐
藤
氏
の
考
察
は
あ
く
ま
で
も
戸
口
数
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
墾
田
数
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
56
）
た
だ
し
、
こ
の
限
田
策
は
、『
漢
書
』
巻
二
四
、
食
貨
志
に
、
限
田
策
の
上
奏
を
記
載
し
た
後
に
、「
時
に
、
田
宅
奴
婢
の
賈
、
減
じ
て
賤
と
な
り
、
丁
・
傅
、
事
を
用
ゐ
、
董
賢
　
貴
な
る
に
、
皆
、
便
な
ら
ざ
る
な
り
。
詔
書
、
且
に
須ま
た
む
と
す
る
後
、
に
寢
め
て
行
は
れ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
哀
帝
の
外
戚
た
る
丁
氏
・
傅
氏
や
、
哀
帝
の
寵
臣
で
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
董
賢
ら
に
と
っ
て
は
こ
の
措
置
が
不
都
合
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
実
行
さ
れ
ず
仕
舞
い
に
終
わ
っ
て
い
る
。
（
57
）
漢
代
に
お
い
て
田
籍
が
統
治
機
構
内
の
ど
の
機
関
で
直
接
管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
亭
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
と
の
見
解
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
毓
銓
氏
は
「
漢
代
『
亭
』
与
『
郷
』『
里
』
不
同
性
質
不
同
行
政
系
統
説
―
『
十
里
一
亭
…
十
亭
一
郷
』
弁
正
―
」（『
歴
史
研
究
』
一
九
五
四
―
三
、
の
ち
同
氏
『
莱
蕪
集
』﹇
中
華
書
局
、
一
九
八
三
﹈
に
収
録
）
に
お
い
て
、
漢
代
の
買
地
券
に
亭
部
の
語
（
亭
の
管
轄
地
域
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
が
見
え
る
こ
と
と
、
そ
の
買
地
券
に
お
い
て
は
土
地
の
所
在
は
亭
部
に
属
す
る
阡
陌
の
位
置
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
土
地
の
買
取
主
の
所
属
は
県
・
郷
・
里
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
説
を
受
け
て
日
比
野
丈
夫
氏
は
、「
郷
亭
里
に
つ
い
て
の
研
究
」
（『
東
洋
史
研
究
』
一
四
―
一
・
二
、
一
九
五
五
、
の
ち
同
氏
『
中
国
歴
史
地
理
研
究
』
﹇
同
朋
舎
出
版
、
一
九
七
七
﹈
に
収
録
）
に
お
い
て
、
名
籍
が
里
を
単
位
と
す
れ
ば
、
田
籍
・
地
籍
は
亭
部
を
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
、
亭
が
田
租
徴
収
の
基
礎
と
な
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
の
亭
部
が
土
地
を
管
轄
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
阡
陌
」
の
理
解
と
も
関
わ
っ
て
、
渡
辺
信
一
郎
氏
の
「
阡
陌
制
論
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
三
―
四
、
一
九
八
五
、
の
ち
註
（
54
）
前
掲
同
氏
著
書
に
収
録
）
に
も
継
受
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
た
山
田
勝
芳
氏
の
指
摘
や
、
重
近
啓
樹
氏
の
「
秦
漢
の
郷
里
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
歴
史
評
論
』
四
〇
三
、
一
九
八
三
）
の
な
か
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
睡
虎
地
秦
簡
の
分
析
か
ら
は
、
田
籍
を
保
管
し
田
租
の
徴
収
を
行
っ
て
い
た
の
は
亭
で
は
な
く
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
亭
が
当
時
の
国
制
上
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
私
見
の
用
意
は
別
に
あ
り
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
三
三
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
私
は
、
飯
尾
秀
幸
氏
の
「
亭
考
」（
史
学
会
第
八
四
回
大
会
東
洋
史
部
会
報
告
・
『
史
学
雑
誌
』
九
五
―
一
二
、
一
九
八
六
　
に
要
旨
掲
載
）
で
の
見
解
を
基
本
的
に
継
受
し
て
、
亭
そ
の
も
の
は
本
質
は
、
戦
国
時
代
に
辺
境
地
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
た
軍
事
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
警
察
的
職
務
を
果
た
す
た
め
の
も
の
、
も
し
く
は
通
信
上
の
施
設
で
あ
っ
た
と
見
做
す
べ
き
で
あ
り
、「
亭
部
」
と
い
う
呼
称
の
存
在
も
、
く
ま
な
く
設
置
さ
れ
た
亭
の
標
識
的
な
意
味
合
い
に
依
拠
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
亭
が
一
個
の
機
関
と
し
て
地
籍
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
ま
で
は
思
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
亭
を
巡
る
諸
学
説
と
基
本
的
な
史
料
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
氏
の
「
中
国
古
代
の
亭
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
布
目
潮
　
博
士
古
稀
記
念
論
集
　
東
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』﹇
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
﹈、
の
ち
同
氏
『
中
国
古
代
の
家
と
集
落
』﹇
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
﹈
に
収
録
）
が
あ
り
、
本
註
も
堀
氏
の
論
考
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。
（
58
）
平
中
苓
次
「
秦
代
の
自
実
田
に
つ
い
て
」（『
橋
本
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
』﹇
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
六
〇
﹈、
の
ち
註
（
33
）
前
掲
同
氏
著
書
に
収
録
）。
（
59
）
註
（
34
）
前
掲
佐
竹
氏
論
考
。
（
60
）
大
土
地
所
有
を
実
現
し
た
漢
代
豪
族
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
地
主
（
豪
族
）
を
上
家
と
し
、
そ
れ
に
依
附
す
る
小
作
人
を
下
戸
と
位
置
づ
け
、
漢
代
の
農
業
社
会
に
見
え
る
一
種
の
小
作
制
を
「
上
家
下
戸
制
」
と
し
た
宇
都
宮
清
吉
氏
の
「
僮
約
研
究
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
』
五
、
史
学
二
、
一
九
五
三
、
の
ち
同
氏
『
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
』﹇
弘
文
堂
、
一
九
五
五
﹈
に
補
訂
収
録
）
や
、
広
く
関
連
す
る
史
料
を
提
示
し
て
豪
族
の
農
業
経
営
と
奴
隷
及
び
一
般
の
小
農
民
と
の
関
係
を
論
じ
た
天
野
元
之
助
氏
の
「
漢
代
豪
族
の
大
土
地
経
営
試
論
」（『
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』（
一
）
東
洋
史
篇
、
一
九
五
七
）
が
、
基
本
的
な
知
見
を
提
供
す
る
。
（
61
）
註
（
46
）
前
掲
平
中
氏
論
考
。
（
62
）
漢
代
の
農
民
が
豪
族
が
保
有
す
る
農
地
の
も
と
で
行
っ
て
い
た
一
種
の
小
作
制
に
つ
い
て
は
、
多
田
狷
介
「
後
漢
豪
族
の
農
業
経
営
―
仮
作
・
傭
作
・
奴
隷
労
働
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
二
八
六
、
一
九
六
四
、
の
ち
同
氏
『
漢
魏
晋
史
の
研
究
』﹇
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
﹈
に
収
録
）
を
参
照
。
漢
代
の
田
租
制
度
の
構
造
自
体
が
豪
族
層
の
利
益
に
さ
え
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
漢
代
の
「
軽
租
」
の
持
っ
た
弊
害
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
張
学
鋒
氏
の
「
曹
魏
租
調
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
特
に
そ
の
租
額
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
林
』
八
一
―
六
、
一
九
九
八
）
を
参
照
。
（
63
）
両
漢
交
替
期
に
お
い
て
、
各
地
に
自
立
し
た
政
治
的
諸
勢
力
の
権
力
の
確
立
に
関
し
て
、
前
漢
・
王
莽
期
以
来
の
国
家
統
治
機
構
の
機
構
そ
の
も
の
の
残
存
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
註
（
４
）
前
掲
拙
稿
参
照
。
（
64
）
両
漢
交
替
期
の
豪
族
層
の
動
向
に
関
し
て
、
政
治
的
に
一
定
の
成
長
を
遂
げ
地
方
政
権
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
勢
力
に
つ
い
て
は
、
木
村
正
雄
氏
の
「
両
漢
交
替
期
の
豪
族
反
乱
―
隗
囂
集
団
と
公
孫
述
集
団
―
」（『
立
正
史
学
』
三
一
、
一
九
六
七
）「
劉
永
集
団
の
形
成
と
展
開
」（
鎌
田
先
生
還
暦
記
念
会
『
鎌
田
博
士
還
暦
記
念
歴
史
学
論
叢
』
一
九
六
九
、
前
者
と
と
も
に
同
氏
『
中
国
古
代
農
民
反
乱
の
研
究
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
﹈
に
収
録
）
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
の
以
下
の
叙
述
は
、
木
村
氏
の
言
う
「
農
民
反
乱
」
に
対
し
て
、
両
漢
交
替
期
に
確
か
め
ら
れ
る
独
立
し
た
政
治
権
力
体
を
三
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
三
巻
第
二
号
構
築
す
る
に
至
ら
な
い
群
小
の
豪
族
層
の
自
衛
活
動
に
着
目
し
そ
の
内
実
を
剔
抉
し
た
、
土
屋
紀
義
氏
の
「
両
漢
交
替
期
に
お
け
る
豪
族
の
動
向
―
民
衆
反
乱
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
青
年
中
国
研
究
者
会
議
編
『
続
中
国
民
衆
反
乱
の
世
界
』﹇
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
﹈）
に
依
拠
し
て
い
る
。
（
65
）
こ
の
四
州
の
地
域
は
比
較
的
早
く
か
ら
後
漢
の
版
図
に
入
っ
た
地
域
で
あ
り
、
後
漢
の
中
央
政
府
に
と
っ
て
は
枢
要
な
領
域
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「『
後
漢
書
』
所
見
諸
侯
王
・
列
侯
関
連
記
事
窺
管
―
後
漢
の
諸
侯
王
・
列
侯
に
つ
い
て
―
」﹇
池
田
温
編
『
日
中
律
令
制
の
諸
相
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
﹈）
こ
と
も
、
こ
の
反
乱
に
対
し
て
徹
底
的
な
鎮
圧
姿
勢
を
採
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
（
66
）
本
節
で
記
述
す
る
後
漢
の
地
方
官
の
在
任
期
間
は
、
厳
耕
望
輯
『
両
漢
太
守
刺
史
表
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
三
十
、
一
九
四
八
）
に
依
拠
し
た
。
（
67
）
渡
邉
義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
）
第
三
章
「
支
配
」。
氏
は
、『
後
漢
書
』
の
酷
吏
伝
に
立
伝
さ
れ
る
後
漢
光
武
帝
期
の
地
方
官
の
豪
族
弾
圧
の
事
例
は
、
弾
圧
さ
れ
る
豪
族
が
「
反
後
漢
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
後
漢
の
国
家
支
配
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
の
例
外
事
項
と
見
做
し
て
い
る
。
氏
が
後
漢
の
国
家
統
治
の
特
徴
と
し
て
提
示
す
る
「
寛
」
治
も
、
建
国
期
の
事
例
を
除
外
し
た
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
漢
の
「
寛
」
政
に
つ
い
て
は
渡
邉
氏
の
提
言
を
受
け
つ
つ
渡
部
東
一
郎
氏
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。
同
氏
の
「
後
漢
に
お
け
る
儒
と
法
―
王
符
と
崔
寔
を
手
掛
か
り
に
―
」（『
集
刊
東
洋
学
』
七
八
、
一
九
九
七
）、「
後
漢
『
寛
政
』
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
二
、
二
〇
〇
〇
）
を
參
照
。
（
68
）
後
述
す
る
、
樊
曄
が
建
武
の
ご
く
初
期
に
河
東
都
尉
と
し
て
行
っ
た
事
蹟
が
、
列
伝
六
七
、
酷
吏
列
伝
、
樊
曄
伝
に
、
建
武
初
、
爲
侍
御
史
、
河
東
尉
、（
中
略
）
及
至
郡
、
誅
討
大
姓
馬
匡
等
。
盜
賊
、
吏
人
畏
之
。
建
武
の
初
め
、
せ
ら
れ
て
侍
御
史
と
爲
り
、
河
東
尉
に
る
、（
中
略
）
郡
に
至
る
に
及
び
、
誅
し
て
大
姓
馬
匡
等
を
討
つ
。
盜
賊
は
に
し
て
、
吏
人
之
を
畏
る
。
と
伝
え
ら
れ
る
が
、内
容
的
に
は
李
章
の
場
合
と
同
等
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
69
）
南
陽
郡
舂
陵
侯
国
に
出
身
し
た
劉
氏
一
族
の
概
略
や
系
統
な
ど
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
清
吉
「
劉
秀
と
南
陽
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
』
八
　
史
学
三
、
一
九
五
三
の
ち
註
（
60
）
前
掲
同
氏
著
書
に
収
録
）
を
参
照
。
（
70
）
本
文
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
の
他
の
事
例
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
註
（
68
）
で
も
取
り
上
げ
た
樊
曄
は
、
隗
囂
政
権
打
倒
後
の
天
水
太
守
を
長
く
務
め
た
が
、
そ
の
治
世
は
、
列
伝
六
七
、
酷
吏
列
伝
、
樊
曄
伝
に
よ
れ
ば
、
政
嚴
猛
、
好
申
韓
法
、
善
惡
立
斷
。
人
有
犯
其
禁
、
率
不
生
出
獄
、
吏
人
及
羌
胡
畏
之
。
不
拾
。
行
旅
至
夜
、
聚
衣
裝
傍
、
曰
「
以
付
樊
公
。」
政
は
嚴
猛
に
し
て
、
申
韓
の
法
を
好
み
、
善
惡
立
斷
す
。
人
の
其
の
禁
を
犯
す
あ
れ
ば
、
率みな
生
き
て
は
獄
を
出
ざ
れ
ば
、
吏
人
及
び
羌
胡
は
之
を
畏
る
。
に
拾
せ
ず
。
行
旅
夜
に
至
れ
ば
、
衣
裝
を
傍
に
聚
め
て
、
曰
は
く
「
以
て
樊
公
に
付
す
」
と
。
三
五
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
と
あ
る
よ
う
に
、
豪
族
層
に
対
す
る
弾
圧
の
有
無
は
必
ず
し
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
法
家
思
想
に
依
拠
し
た
か
な
り
厳
正
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
建
武
年
間
末
期
に
武
威
太
守
を
務
め
た
任
延
の
事
例
は
、
列
伝
六
六
、
循
吏
列
傳
、
任
延
傳
に
、
之
武
威
、
時
將
兵
長
史
田
紺
、
郡
之
大
姓
、
其
子
弟
賓
客
爲
人
暴
害
。
延
收
紺
之
、
父
子
賓
客
伏
法
五
六
人
。
紺
少
子
乃
聚
會
輕
薄
數
百
人
、
自
號
將
軍
、
夜
攻
郡
。
延
發
兵
破
之
。
自
是
威
行
境
内
、
吏
民
累
息
。
に
し
て
武
威
に
之
く
、
時
に
將
兵
長
史
田
紺
、
郡
の
大
姓
に
し
て
、
其
の
子
弟
賓
客
は
人
に
暴
害
を
爲
す
。
延
、
紺
を
收
め
て
之
を
ぎ
、
父
子
賓
客
の
法
に
伏
す
五
六
人
。
紺
の
少
子
、
乃
ち
輕
薄
數
百
人
を
聚
會
し
て
、
自
か
ら
將
軍
を
號
し
、
夜
り
て
郡
を
攻
む
。
延
、
ち
兵
を
發
し
て
之
を
破
る
。
こ
れ
よ
り
威
境
内
に
行
は
れ
、
吏
民
、
累
息
す
。
と
あ
る
。
こ
の
任
延
は
循
吏
列
伝
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
勧
農
政
策
に
力
を
尽
く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
任
延
で
も
、
郡
の
大
姓
で
あ
っ
た
田
紺
の
関
係
者
（「
子
弟
・
賓
客
」）
が
「
人
に
暴
害
」
を
為
す
こ
と
を
理
由
に
田
紺
を
獄
に
　
ぎ
、
関
係
者
も
処
罰
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
対
し
て
田
紺
の
子
・
尚
が
武
力
鋒
起
す
る
と
、
兵
を
発
し
て
破
る
と
い
う
極
め
て
厳
正
な
処
置
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
後
世
の
史
家
が
「
循
吏
」「
酷
吏
」
と
整
理
し
た
枠
組
み
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
、
国
家
統
治
の
前
線
に
あ
っ
て
委
ね
ら
れ
た
職
務
を
臨
機
応
変
に
こ
な
し
て
い
た
地
方
官
の
実
情
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
（
71
）
こ
こ
で
私
が
述
べ
た
「
あ
る
べ
き
『
均
衡
』」
状
態
と
は
、
度
田
政
策
の
実
施
過
程
の
検
討
か
ら
、
そ
の
存
在
の
想
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
当
然
仮
説
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
、
本
稿
で
の
私
の
想
定
が
許
さ
れ
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
当
時
の
農
地
の
保
有
関
係
を
最
終
的
に
国
家
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
と
も
併
せ
考
え
て
、
後
漢
建
武
年
間
に
あ
っ
て
基
準
と
さ
れ
た
状
況
は
、
前
漢
最
末
期
か
、
も
し
く
は
王
莽
期
初
期
の
比
較
的
ま
だ
社
会
が
安
定
性
を
保
っ
て
い
た
時
期
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
（
72
）
註
（
２
）
前
掲
東
氏
著
書
第
一
章
第
三
節
「
前
期
の
地
方
統
治
と
郷
里
社
会
」。
（
73
）
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
現
在
の
私
見
は
多
田
狷
介
氏
の
著
書
へ
の
拙
評
（「
書
評
　
多
田
狷
介
著
『
漢
魏
晋
史
の
研
究
』」『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
―
三
、
二
〇
〇
二
）
で
述
べ
た
こ
と
の
延
長
上
に
あ
る
。
国
家
の
統
治
機
構
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
現
実
社
会
の
様
々
な
状
況
に
対
処
し
得
た
の
か
（
も
し
く
は
し
得
な
か
っ
た
の
か
）、
度
田
政
策
の
分
析
に
際
し
て
州
・
郡
の
関
与
を
想
定
し
て
お
き
な
が
ら
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
踏
み
込
み
き
れ
な
か
っ
た
点
な
ど
は
本
稿
で
の
反
省
点
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
討
を
踏
ま
え
て
後
考
に
期
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
付
記
）
な
お
本
稿
は
、
歴
史
学
研
究
会
ア
ジ
ア
前
近
代
史
部
会
二
〇
〇
二
年
三
月
例
会
に
お
い
て
「
後
漢
社
会
に
お
け
る
国
家
機
構
と
豪
族
―
建
武
年
間
度
田
政
策
始
末
考
―
」
と
題
し
て
口
頭
で
行
っ
た
報
告
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
会
出
席
の
諸
氏
か
ら
は
特
に
第
二
章
第
一
節
の
記
述
に
関
わ
っ
て
示
唆
に
富
ん
だ
提
言
を
受
け
て
い
る
。
末
尾
で
は
あ
る
が
、
成
稿
に
到
っ
た
事
情
を
記
し
、
併
せ
て
貴
重
な
提
言
を
与
え
て
戴
い
た
諸
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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An Essay on Details of Early Eastern Dynasty's
"Measuring Field"  (A.D.39-40)(Ⅱ)
-The State and Society in Early Eastern Era-
KOJIMA , Shigetoshi
(Department of Community and Social Environment,
Faculty of Literature and Social Sciences)
This essay examines the so-called 度田 Dutian ("Measuring Field"[A.D.39-40]) policy, aiming
to clarify the relationship between state and society in early Eastern Han Dynasty. In this sec-
ond part of my essay , I examine how the Eastern Han government have grasped farmers' land
owning.
The Han Dynasty farmers paid a 田租 Tianzu tax. The 田租 Tianzu tax rate was decided on
the basis of an average grain production throughout several years. This way , Eastern Han gov-
ernment caught the amount of every farmer's land-owning . Recently unearthed wooden manu-
scripts support the above hypothesis.
The aim of "Measuring Field"(A.D.39-40) was to grasp farmers' land owning of all governed
districts. The system especially targeted to undermine wealthy farmers'(豪族 Haozu) vested
interests. A limited number of wealthy farmers became even wealthier during 両漢交替期
LiangHan Jiaotiqi, roughly speaking A.D.8-36, thus managing to survive the civil war. Some
distinct governors were punished took a wealthy farmers' side, ending up punished by the cen-
tral government for filing false reports about the land owning to the central government. 
I emphasize that the purpose of "Measuring Field"(A.D.39-40) was to grasp wealthy farmers'
land-owning statistically. Through the practice of "Measuring Field", the Eastern Han govern-
ment aimed to actualize a more equal economic balance among local farmers. Wealthy farmers'
vested interests were considered as an obstruction, to such a balance. 
三
七
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
国
期
に
お
け
る
国
家
と
社
会
―
―
―
小
嶋
